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市
制
施
行
70
周
年
記
念

　

18
日
、
10
時
か
ら

　

記
念
式
典

【
日
時
】

　

５
月
18
日
、
14
時
か
ら

【
場
所
】

　

総
合
文
化
会
館

【
内
容
】

◆
海
上
自
衛
隊
舞
鶴
音
楽
隊
に

よ
る
演
奏
…
舞
鶴
地
方
隊
創
設

60
周
年
記
念
委
嘱
作
品 

行
進
曲

「
博ば

く
ち奕

岬
の
光
」
な
ど

◆
海
上
保
安
庁
音
楽
隊
に
よ
る
演

奏
…
映
画
「
Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ｅ 

Ｈ
Ｅ

Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｓ 

海
猿
」
よ
り 

な
ど

※
そ
の
ほ
か
合
同
演
奏
も
予
定

市
制
施
行
70
周
年

記
念
・
関
連
事
業
の
予
定

【
５
月
】

◆
記
念
式
典
（
18
日
）

◆
海
上
自
衛
隊
舞
鶴
音
楽
隊
＆
海

上
保
安
庁
音
楽
隊
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ

ン
サ
ー
ト
（
18
日
）

◆
ア
セ
ア
ン
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ

イ
ー
ク
（
28
日
～
31
日
）

◆
高
井
晴
美
陶
展

【
７
月
】

◆
水
環
境
体
験
学
習
「
ま
い
づ
る

水
の
た
び
」

【
８
月
】

◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操

▼
詳
し
く
は
、
企
画
政
策
課
（
☎

66
・
１
０
４
２
）
へ
。

そ
の
ほ
か
に
取
り
組
む
事
業

【
10
月
】

◆
舞
鶴
赤
れ
ん
が
マ
ラ
ソ
ン

【
11
月
】

◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢

◆
市
民
合
唱
祭

【
12
月
】

◆
市
民
第
九
演
奏
会

◆
市
制
施
行
70
周
年
記
念
誌
作
製

◆
舞
鶴
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
制
作

◆
舞
鶴
応
援
団
創
設

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局
の
設
置

に
向
け
た
研
究
・
調
査

　
市
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典
を

同
日
10
時
か
ら
開
催
し
ま
す
。

　
功
績
者
表
彰
や
舞
鶴
イ
メ
ー
ジ

ソ
ン
グ
の
披
露
な
ど
を
予
定
。
詳

細
は
、
広
報
ま
い
づ
る
５
月
１
日

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
５
月
18
日
㈯
、
海
上
自
衛
隊
舞

鶴
音
楽
隊
と
海
上
保
安
庁
音
楽
隊

（
東
京
都
）
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
市
制
施
行
70
周
年
を
記
念
し
実

施
す
る
も
の
で
、
海
上
自
衛
隊
舞

鶴
地
方
隊
と
第
八
管
区
海
上
保
安

本
部
の
２
大
海
事
機
関
が
所
在
す

る
舞
鶴
な
ら
で
は
の
企
画
。
全
国

で
初
め
て
の
合
同
開
催
と
な
り
ま

す
。
入
場
無
料
。

【
定
員
】

　

１
，
０
０
０
人
（
多
数
の
場
合

抽
選
）

【
そ
の
他
】

　

未
就
学
児
は
入
場
不
可
。
託
児

あ
り
（
要
予
約
）

【
申
し
込
み
方
法
】

　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
応

募
人
数
（
２
人
ま
で
）、
託
児
の

有
無
を
は
が
き
（
〒
６
２
５
‐
８

５
５
５
）
か
フ
ァ
ク
ス
（
62
・
５

０
９
９
）、
電
子
メ
ー
ル
で
企
画

政
策
課
へ
。
４
月
22
日
㈪
必
着
。

▲海上保安庁音楽隊による演奏
▲海上自衛隊舞鶴音楽隊によるパレード

　
５
月
28
日
㈫
～
31
日
㈮
に
赤

れ
ん
が
パ
ー
ク
で
行
わ
れ
る
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
モ
デ
ル

を
募
集
し
ま
す
。

【
対
象
】
21
歳
以
上
（
た
だ
し
、

身
長
が
男
性
１
７
６
㌢
、
女
性

１
７
０
㌢
以
上
）

【
定
員
】
若
干
名
（
選
考
に
よ

り
決
定
）

【
申
し
込
み
方
法
】
履
歴
書
と

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
（
過
去
の
芸

歴
、
モ
デ
ル
歴
や
自
己
Ｐ
Ｒ
、

性
格
、
趣
味
な
ど
）、
写
真
（
バ

ス
ト
ア
ッ
プ
と
全
身
）
を
実
行

委
員
会
現
地
事
務
所
（
赤
れ
ん

が
パ
ー
ク
内
）
へ
郵
送
（
〒
６

２
５
‐
０
０
８
０ 

市
内
字
北

吸
１
０
３
９
‐
２
）
か
持
参
。

４
月
10
日
㈬
17
時
必
着
。

▼
詳
し
く
は
、
実
行
委
員
会
現

地
事
務
所
（
☎
62
・
３
０
１
０
）

へ
。

ア
セ
ア
ン
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
イ
ー
ク

モ
デ
ル
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

全
国
初
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

海
上
自
衛
隊
舞
鶴
音
楽
隊
と
海
上
保
安
庁
音
楽
隊

　
土
・
日
曜
日
と
祝
日
に
、
バ
ス

や
遊
覧
船
で
市
内
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
を
巡
る
「
舞
鶴
観
光
め
ぐ
り
～

周
遊
観
光
ル
ー
プ
バ
ス
、
海
軍
ゆ

か
り
の
港
め
ぐ
り
遊
覧
船
」
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
ル
ー
プ
バ

ス
を
増
便
す
る
ほ
か
、
港
め
ぐ
り

遊
覧
船
で
は
夕
暮
れ
便
を
運
航

（
４
月
27
日
～
10
月
14
日
）。
実
施

期
間
は
11
月
30
日
ま
で
。

▪
運
航
時
刻

　
11
時
30
分
・
12
時
30
分
・
13
時

30
分
・
17
時
か
ら
の
計
４
便
。

　
い
ず
れ
も
北
吸
赤
れ
ん
が
桟
橋

（
東
体
育
館
西
側
）
発
着
。
所
要

時
間
は
約
30
分

▪
料
金　

　
１
，
０
０
０
円
（
小
学
生
以
下

５
０
０
円
。
舞
鶴
か
ま
ぼ
こ
手
形

の
提
示
で
半
額
）

▪
運
行
時
刻

❖
ま
ち
な
か
ル
ー
プ
…
始
発
が
９

時
30
分
、
終
発
が
15
時
の
計
12
便

※
い
ず
れ
も
Ｊ
Ｒ
西
舞
鶴
駅
前
発

❖
お
お
う
ら
ル
ー
プ
…
始
発
が
９

時
40
分
、
終
発
が
16
時
10
分
の
計
５
便

※
い
ず
れ
も
Ｊ
Ｒ
東
舞
鶴
駅
前
発

▪
料
金

　

１
回
２
０
０
円
（
小
学
生
以
下

１
０
０
円
。
舞
鶴
か
ま
ぼ
こ
手
形

の
提
示
で
乗
り
放
題
）

▪
料
金　

　
１
，
０
０
０
円
（
小
学
生
以
下

５
０
０
円
。
京
都
交
通
の
東
・
西

舞
鶴
駅
前
バ
ス
案
内
所
な
ど
で
年

間
を
通
じ
て
販
売
）

▪
そ
の
他　

　
市
内
路
線
バ
ス
（
京
都
交
通
）

と
周
遊
観
光
ル
ー
プ
バ
ス
の
１
日

乗
り
放
題
や
赤
れ
ん
が
博
物
館
・

引
揚
記
念
館
、
五
老
ス
カ
イ
タ
ワ

ー
の
入
館
料
が
無
料
に
な
る
な
ど

の
特
典
あ
り
。

▼
舞
鶴
観
光
め
ぐ
り
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
、
舞
鶴
観
光
協
会

（
☎
75
・
８
６
０
０
）
へ
。

バ
ス
と
遊
覧
船
で
行
く
舞
鶴
観
光
め
ぐ
り

周
遊
観
光
ル
ー
プ
バ
ス

海
軍
ゆ
か
り
の
港
め
ぐ
り
遊
覧
船

舞
鶴
か
ま
ぼ
こ
手
形
で
お
得

【
そ
の
他
】
車
い
す
の
人
は
必
ず

付
き
添
い
の
同
伴
を
（
同
伴
者
も

申
し
込
み
が
必
要
。
車
い
す
の
貸

し
出
し
は
あ
り
ま
せ
ん
）

【
申
し
込
み
方
法
】
往
復
は
が
き

に
参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏
名

（
ロ
ー
マ
字
表
記
も
含
む
）、
年

齢
、
性
別
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
、
国
籍
、
勤
務
先
、
旅
券
か
運

転
免
許
証
の
番
号
を
記
入
し
、
み

な
と
振
興
・
国
際
交
流
課
へ
。
は

が
き
１
枚
に
つ
き
２
人
ま
で
。
４

月
10
日
㈬
消
印
有
効
。

▼
詳
し
く
は
、
み
な
と
振
興
・
国

際
交
流
課（
☎
66
・
１
０
３
７
）へ
。

　
５
月
15
日
㈬
、
米
国
の
プ
リ
ン

セ
ス
・
ク
ル
ー
ズ
社
が
所
有
す
る

ク
ル
ー
ズ
客
船
「
サ
ン
・
プ
リ
ン

セ
ス
（
全
長
２
６
１
・
３
㍍
、
総

㌧
数
７
万
７
，
０
０
０
㌧
）」
が

舞
鶴
に
初
寄
港
。
客
船
の
ス
タ
ッ

フ
が
案
内
す
る
船
内
見
学
会
を
実

施
し
ま
す
。
舞
鶴
港
に
初
の
入
港

と
な
る
７
万
㌧
級
の
豪
華
客
船
の

魅
力
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】
５
月
15
日
㈬
10
時
～
11

時
30
分

【
場
所
】
京
都
舞
鶴
港
西
港
第
２

ふ
頭

【
対
象
】
❖
府
内
在
住
で
当
日
有

効
な
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
か
運

転
免
許
証
を
持
っ
て
い
る
人

❖
歩
行
が
十
分
に
で
き
る
人
（
船

内
が
広
い
た
め
）

【
定
員
】
１
０
０
人
（
多
数
の
場

合
抽
選
）

サ
ン
・
プ
リ
ン
セ
ス　

船
内
見
学
会

今年舞鶴港に入港予定の客船

の
豪
華
ク
ル
ー
ズ
客
船
が
初
寄
港

７
万
㌧
級

▲サン・プリンセス（総㌧数 77,000㌧）
入港日：５月 15 日と７月８日（月）

入港予定日 船名 総㌧数 全長 乗客定員 船籍
５月 15 日（水）　

サン・プリンセス 77,000㌧ 261.3㍍ 2,022 人 バミューダ
７月 ８日（月）　

６月 ７日（金）　 コスタ・ビクトリア 75,166㌧ 252.9㍍ 1,928 人 イタリア

７月 31 日（水）　
ぱしふぃっくびいなす 26,518㌧ 183.4㍍    620 人 日本

８月 ２日（金）　
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東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま

え
、
国
の
防
災
基
本
計
画
や
府
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
が
行
わ
れ

た
こ
と
を
受
け
、
防
災
・
減
災
に

関
す
る
新
た
な
知
見
や
広
域
災

害
、
複
合
災
害
に
対
応
す
る
よ
う

主
に
次
の
項
目
を
追
加
・
修
正
し

ま
し
た
。

《
主
な
追
加
・
修
正
項
目
》

◆
実
践
的
な
訓
練
や
複
合
災
害
を

想
定
し
た
訓
練
の
実
施
◆
学
校
施

設
の
整
備
・
運
営
面
に
お
け
る
防

災
機
能
の
向
上
◆
行
政
機
能
の
業

務
継
続
性
の
確
保
◆
土
砂
災
害
警

戒
区
域
等
に
お
け
る
防
災
対
策
◆

集
中
豪
雨
対
策
の
促
進
◆
通
信
途

絶
時
に
お
け
る
多
様
な
手
段
の
確

保
◆
避
難
所
の
管
理
・
運
営

　
３
月
13
日
、
市
防
災
会
議
（
会
長
＝
多
々
見
良
三
舞
鶴
市
長
、
25
人
）
を
開
催
。「
地
域
防
災
計
画
（
一
般

災
害
対
策
編
）」
と
「
同
計
画
（
原
子
力
災
害
対
策
編
）」
の
見
直
し
お
よ
び
「
原
子
力
災
害
住
民
避
難
計
画
」

の
策
定
に
つ
い
て
協
議
し
、
出
席
者
全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

❖
一
般
災
害
対
策
編

　
東
京
電
力
㈱
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
事
故
の
教
訓
を
踏
ま

❖
原
子
力
災
害
対
策
編

地
域
防
災
計
画
の
概
要

　
計
画
（
案
）
に
対
し
、
市
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制
度
に

基
づ
い
て
意
見
を
募
集
し
た
結

果
、
次
の
と
お
り
意
見
の
提
出
が

あ
り
ま
し
た
（
募
集
期
間
は
１
月

28
日
～
２
月
18
日
）。

◆
地
域
防
災
計
画
（
一
般
災
害
対

策
編
）
…
２
人
か
ら
53
件

◆
地
域
防
災
計
画
（
原
子
力
災
害

対
策
編
）
…
８
人
か
ら
36
件

◆
原
子
力
災
害
住
民
避
難
計
画
…

５
人
か
ら
11
件

【
閲
覧
で
き
ま
す
】
計
画
の
内
容

や
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手

続
制
度
の
結
果
は
、
危
機
管
理
・

防
災
課
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、

西
支
所
、
加
佐
分
室
、
各
公
民
館
、

大
浦
・
城
南
会
館
、
東
・
西
図
書

館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

手
続
制
度
の
結
果

▼
詳
し
く
は
、
危
機
管
理
・
防
災

課
（
☎
66
・
１
０
８
９
）
へ
。

　
原
子
力
災
害
に
係
る
住
民
な
ど

の
避
難
お
よ
び
防
護
措
置
に
つ
い

て
必
要
な
事
項
を
定
め
ま
し
た
。

原
子
力
災
害
住
民
避
難

計
画
の
概
要

図①　避難指示区域（ゾーン図）

《
避
難
手
段
》
◆
バ
ス
、
自
家
用

車
（
原
則
、
災
害
時
要
援
護
者
の

避
難
お
よ
び
家
族
や
隣
近
所
で
の

乗
り
合
わ
せ
）
◆
避
難
時
集
結
場

所
へ
の
移
動
に
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー

も
活
用
◆
船
舶
、
鉄
道
な
ど
の
活

用
も
考
慮

《
避
難
指
示
》
◆
高
浜
発
電
所
か

ら
の
距
離
に
応
じ
て
概
ね
５
㌔
㍍

ご
と
に
分
け
た
７
つ
の
ゾ
ー
ン
を

設
定
（
図
①
・
表
②
参
照
）
◆
大

飯
発
電
所
も
同
じ
ゾ
ー
ン
と
し
て

設
定
◆
大
山
・
田
井
・
成
生
・
野

原
地
区
は
Ａ
‐
２
ゾ
ー
ン
に
設
定

し
、
予
防
的
防
護
措
置
を
準
備
す

る
区
域
（
Ｐ
Ａ
Ｚ
）
に
準
じ
た
避

難
◆
西
大
浦
地
区
の
一
部
も
10
㌔

㍍
圏
内
と
同
様
に
Ｂ
ゾ
ー
ン
に
設

定
◆
国
の
指
示
に
基
づ
き
、
市
が

ゾ
ー
ン
に
対
し
て
、
避
難
、
屋
内

退
避
な
ど
を
指
示

《
避
難
先
》
◆
放
射
性
物
質
の
拡

散
方
向
に
応
じ
た
避
難
に
対
応
す

る
た
め
、
南
方
面
と
西
方
面
の
避

難
先
を
指
定
①
南
方
面
…
京
都
市

（
６
万
５
千
人
）、
宇
治
市
（
１
万

４
千
人
）、
城
陽
市
（
６
千
人
）、

向
日
市
（
４
千
人
）（
具
体
的
な

避
難
施
設
は
今
後
、
関
係
市
と
調

整
）
②
西
方
面
…
府
を
通
じ
て
関

西
広
域
連
合
と
調
整
中

《
避
難
者
の
把
握
方
法
》
◆
自
治

会
、
自
主
防
災
組
織
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
消
防
団
な
ど
の
協
力

表② 指示区域（ゾーン）別自治会などの一覧

ゾーン 小学校区 避難時集結場所 自治会など

A
志楽小

西総合会館
松尾

朝来小 杉山

A ー２ 大浦小 西総合会館、
明倫小 大山、田井、成生、野原

B

大浦小 大浦小 河辺中、西屋、室牛、河辺由里、観音寺、河辺原、栃尾、中田、赤野、平、多祢寺、中田下、佐波賀上、佐波賀下、
千歳、大丹生、瀬崎、三浜、小橋 　

志楽小
志楽小 安岡、小倉、鹿原西、鹿原、吉坂、小倉西、小倉新町、安岡新町、やすらぎ苑、安岡園、こひつじの苑舞鶴、田園町

東舞鶴高 泉源寺、田中東、田中西、田中中、田中新、田中団地、舞鶴学園

朝来小 朝来小 大波下板ガラス社宅、大波下、大波上、朝来中、朝来新町、松ヶ森、吉野、白屋、登尾、笹部、朝来西宮、朝来西町府営、
朝来八田、高専、東舞鶴病院、鶴友寮、ヴィラージュ滝ヶ浦、エルドラード朝来

新舞鶴小
白糸中 堂奥、多門院

東舞鶴高
浮島分校 高屋、愛宕中町、上垣、市場青葉台、泉源寺新町、博愛苑

Ｃ

新舞鶴小

新舞鶴小 矢之助東、矢之助西、溝尻中町、溝尻中町南、溝尻、溝尻田口、溝尻新町

白糸中 白糸中、白糸東、白糸大門、中浜三、中浜四、中浜五、敷島、東敷島、元浜西、元浜、浜、東浜、宮浮島、南浮島、東浮島、
市場西、市場東、市場上、関西電力寮東、大門ビルセンター、ポレスター東舞鶴、南浜元町、青葉、扶桑、北浜中町、片山

東舞鶴高
浮島分校 西浮島、中浮島、北浮島、竜宮、愛宕新、月ヶ浦、十月会、公明会、松ヶ崎、府営住宅市場団地

三笠小
三笠小 中敷島、三条上、三条下、西敷島、西浜北、西浜南、三笠、桃山、双葉寮、共済病院、東昭和、西昭和

東体育館 北吸上、出雲、北吸中、北吸東、北吸官舎、東門東、東門西、三宅、白糸西、大門西、ユニバーサル三宅寮、中浜一、
中浜二、療育センター、クレインズタワー

倉梯小
倉梯小 森口、敷野、川西、白鳥団地、森宮、大森、森大和、緑が丘、井尻東、井尻西、森三本木、大田野、明富下、上明富、

竹道、エルドラード三本木

青葉中 片山新町、片山南、祭掛、大迫新町、大迫団地、大宮、金屋、古川、正巳、桜木、元川新町、元川中町、元川本町、
サンケイ団地、行永桜通り、舞鶴医療センター、元川東、三安団地

倉梯第二小
倉梯第二小 丸山中町、丸山、丸山西町、東幸野、芥子谷口、幸野、御幸、八反田南、八反田北、芥子谷団地
南公民館 丸山口、愛宕、森日の出、日の出団地

与保呂小 与保呂小 常府営、常口、京月、京月東、亀岩、常、木ノ下、与保呂、常桜町

中舞鶴小

中舞鶴小 本町３丁目、本町４丁目、本町５丁目、奥母、花木、西元町１丁目、西元町２丁目、旭東、旭西、旭南、若葉、橘、双葉

中総合会館 上若宮、道芝、上九丁目、東若宮、西若宮、中若宮、榎川上、榎川下、東元町、西門一丁目、西門二丁目、余部合同宿舎、
中舞鶴宿舎、海上自衛隊

和田中 栄、荒田、白浜台、長浜、加津良、和田、保安学校、舞鶴航空基地隊舎
余内小 日星高 清美が丘、天台、清道
池内小 池内小 寺田、白滝、岸谷

Ｄ

余内小
余内小 倉谷、倉谷東、城東、福来西、福来団地、福来東、倉谷西、福来中、福来問屋町
日星高 中の脇、昭和台、天台団地、清道新町、寿荘

文化公園体育館 上安久、下安久、上安、南上安、上安合同宿舎、上安東町、高迫団地、職能短大、安寿苑
吉原小 文化公園体育館 西吉原第一、西吉原第二、西吉原第三、東吉原第一、東吉原第二、東吉原第三、東吉原第四、匂崎

明倫小
明倫小 本、職人、丹波、平野屋、竹屋、クレインズコート、寺内、松陰、島崎、港、宮津口、西、新、堀上、紺屋、引土新、

朝代、京口、舞引土、真名井、円満寺、八幡、愛宕前、宮前、駅前、ポレスター西

城北中 魚屋、魚屋住吉、魚屋大森、大森海岸、大内、大内南、南田辺、東田辺、二の丸、北田辺、三の丸、築地、相生、大内野、
駅東、新生、伊佐津北、伊佐津団地、西舞鶴合同宿舎、向ノ丁、関西電力寮西、建青、伊佐津団地西

中筋小
中筋小 七日市、伊佐津、ロイヤルコート伊佐津

西舞鶴高 折原、深田、京橋、公文名、中引土、東引土、エクセレント伊佐津
城南中 真倉、十倉、京田、城南、万願寺、京田団地、伊佐津川荘苑、菖蒲台、京田新町

池内小 池内小 堀、池ノ内下、布敷、別所、上根、今田、グレイスヴィル
高野小 高野小 寿、高野由里、女布、女布新町、女布中新町、女布北町
福井小 福井小 下福井、星和、建部、喜多、大君、吉田、青井、白杉、大野辺

由良川小 由良川小 蒲江、油江、東神崎、西神崎

Ｅ

高野小 高野小 野村寺、城屋、高野台
福井小 福井小 上福井

由良川小 由良川小 和江、丸田東、丸田西、八田、八戸地、三日市、上東、下東、中山、水間、水間下、みずなぎ学園丸田
岡田小 岡田小 長谷、上漆原、下漆原、下見谷、河原、富室、岡田由里、久田美、真壁、志高、大川

Ｆ 岡田小 加佐中 上村、宇谷、小原、桑飼下、地頭、小俣、大俣、滝ヶ宇呂、ライフ・ステージ舞夢、西方寺

え
、
関
係
法
令
の
改
正
や
国
の
原

子
力
災
害
対
策
指
針
の
策
定
、
府

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
が
行
わ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
新
た
な
原
子

力
防
災
に
係
る
対
策
に
対
応
す
る

よ
う
主
に
次
の
項
目
を
追
加
・
修

正
し
ま
し
た
。

《
主
な
追
加
・
修
正
項
目
》

◆
タ
イ
ト
ル
を
原
子
力
災
害
対
策

編
に
修
正
◆
高
浜
・
大
飯
発
電
所

を
対
象
◆
防
災
対
策
を
重
点
的
に

充
実
す
べ
き
地
域
の
範
囲
を
設
定

（
表
①
参
照
）
◆
避
難
計
画
の
作

成
◆
過
酷
事
故
や
複
合
災
害
を
想

定
し
た
訓
練
の
実
施
◆
情
報
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
◆
行
政
機

関
の
業
務
継
続
計
画
の
策
定

表① 防災対策を重点的に充実すべき地域の範囲
予防的防護措置を準備する区域（PAZ）

発電所 対象地域 人口（H25.1/1）
高浜

発電所
（原子力発電所から概ね５㌔㍍の範囲）

77 人
松尾、杉山

緊急時防護措置を準備する区域（UPZ）
発電所 対象地域 人口（H25.1/1）
高浜

発電所
（原子力発電所から概ね 30㌔㍍の範囲）

88,787 人
舞鶴市域全域（松尾、杉山を除く）

大飯
発電所

（原子力発電所から概ね 32.5㌔㍍の範囲）
83,652 人大浦地区全域、東地区全域、中地区全域、西地区（野村寺、城屋、

高野台、上福井を除く）、加佐地区（蒲江、油江、東神崎、西神崎）

図② 避難のイメージ 地
域
防
災
計
画
を
見
直
し

原
子
力
災
害
住
民
避
難
計
画
を
策
定

高浜発電所
からの距離
大飯発電所
からの距離 高浜発電所

Ａ

A-2

B

B

C
DEF

避
難
先

（
○
○
市
ま
た
は
○
○
市
）

小学校区
徒歩

自家用車
（原則乗り合わせ）

バス・タクシー
・自家用車

などを活用し移動
バス

状況に応じて
船舶・鉄道などを活用

避難者
の把握

避
難
時
集
結
場
所

（避難カード）

自家用車
（原則乗り合わせ）

避難者
の把握

自治会

自治会

自治会

状況に応じて避難時集結場所と避難先の間でスクリーニング（※）を実施
※スクリーニング…身体表面における放射性物質の付着の有無を確認する検査

を
得
て
、
避
難
時
集
結
場
所
で
避

難
カ
ー
ド
（
※
）
に
よ
り
把
握

※
避
難
カ
ー
ド
…
各
世
帯
で
事
前
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
お
き
、
避
難

時
に
補
足
事
項
を
記
入
し
、
避
難
時

集
結
場
所
で
提
出
。
た
だ
し
、
自
治

会
単
位
な
ど
で
カ
ー
ド
を
収
集
し
ま

と
め
て
提
出
す
れ
ば
避
難
時
集
結
場

所
へ
立
ち
寄
ら
ず
避
難
す
る
こ
と
も

考
慮
。

30 25 20
15

10

５

（㌔㍍）
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循
環
器
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
し
て
機
能
強
化

工
事
内
容

◆
新
築
…
旧
管
理
棟
跡
地
に
新
病

棟
５
階
立
て
（
Ｃ
棟
）、　
建
設
面

積
２
，
０
５
１
平
方
㍍

◆
改
修
…
本
館（
Ａ
棟
）、新
館（
Ｂ

棟
）

各
病
棟
の
フ
ロ
ア
計
画　

◆
Ａ
棟
…
〈
１
階
〉
総
合
受
付
、

外
来
、
救
急
室
な
ど
〈
２
階
〉
循

環
器
セ
ン
タ
ー
、
検
査
科
、
放
射

線
科
〈
３
階
〉
健
康
セ
ン
タ
ー
な

ど
〈
４
～
５
階
〉
管
理
部
門
な
ど

◆
Ｂ
棟
…
〈
１
階
〉
消
化
器
セ
ン

タ
ー
な
ど
〈
２
階
〉
Ｉ
Ｃ
Ｕ
・
Ｃ

Ｃ
Ｕ
（
集
中
治
療
室
）、
血
管
撮

影
室
、
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー

〈
３
～
６
階
〉
入
院
病
棟
、
医
師

　
舞
鶴
共
済
病
院
で
は
、
中
丹
地

域
医
療
再
生
計
画
に
基
づ
き
、
循

環
器
内
科
や
心
臓
血
管
外
科
な
ど▲新築・改修後のイメージ図

▼
詳
し
く
は
、
地
域
医
療
連
携
推

進
課
（
☎
66
・
１
０
３
６
）
へ
。

Ａ棟
（旧本館）

の
「
循
環
器
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て

の
機
能
の
強
化
と
そ
の
他
の
医
療

機
能
の
強
化
に
必
要
な
施
設
の
新

築
・
改
修
工
事
が
計
画
さ
れ
、
現

在
、
新
病
棟
の
建
設
工
事
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
整
備
概
要
は
次
の
と
お
り
。

管
理
部
門
な
ど
〈
７
階
〉
栄
養
科
、

レ
ス
ト
ラ
ン

◆
Ｃ
棟
…〈
１
階
〉透
析
セ
ン
タ
ー

な
ど
〈
２
階
〉
手
術
室
、
中
央
材

料
室
〈
３
～
５
階
〉
入
院
病
棟
、

感
染
症
対
応
室
な
ど

建
物
の
特
徴

◆
Ａ
棟
２
階
に
循
環
器
セ
ン
タ
ー

を
整
備

◆
Ｂ
棟
２
階
と
Ｃ
棟
２
階
を
治
療

の
中
核
と
し
て
位
置
付
け
、
手
術

室
、
血
管
撮
影
室
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
・
Ｃ

Ｃ
Ｕ
の
集
中
化
お
よ
び
一
体
化
を

行
い
、
効
率
的
で
安
全
、
安
心
な

医
療
体
制
を
確
保

建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

◆
平
成
25
年
12
月
に
Ｃ
棟
が
完
成

予
定

◆
Ｃ
棟
が
完
成
後
、
Ａ
棟
と
Ｂ
棟

の
改
修
に
着
手
。
平
成
26
年
12
月

完
了
予
定

Ｂ棟
（旧新館）

Ｃ棟
（新築）

　
引
揚
記
念
館
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が

決
ま
り
ま
し
た
（
左
図
参
照
）。

　
市
民
投
票
へ
の
多
く
の
皆
さ
ん

の
ご
参
加
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
（
投
票
期
間
は
３
月
１
日

～
15
日
）。

　
選
ば
れ
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
引

揚
記
念
館
の
Ｐ
Ｒ
や
市
が
進
め
る

ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺
産
登
録
を

目
指
し
た
取
り
組
み
の
中
で
、
全

国
や
世
界
に
向
け
た
活
動
な
ど
に

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
引
揚
記
念
館
（
☎

68
・
０
８
３
６
）
へ
。

ロゴマークが決定
引揚記念館

【作者】菅野綾香さん（舞鶴高専５年）
【作品の解説】引揚記念館をイメージするも
のとして、引揚船の時鐘や引揚記念公園にあ
るカリオンなどの“鐘”と“引揚桟橋”を中
心にし、その周辺にツル、波、オオミズナギ
ドリ、赤れんがなど舞鶴をイメージするもの
を配置。ユネスコ世界記憶遺産登録を目指し
た取り組みにも活用できるよう、引き揚げと
舞鶴が分かりやすく表現しています。

　
拡
充
整
備
を
進
め
て
い
た
「
防

災
行
政
無
線
」
の
本
格
的
な
運
用

を
４
月
１
日
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
整
備
し
て
い
た
地
域（
外

海
沿
岸
地
域
、
由
良
川
沿
岸
地
域

な
ど
）
に
加
え
、
新
た
に
小
・
中

学
校
や
公
民
館
、
高
校
な
ど
39
か

所
で
整
備
。

　
屋
外
に
設
置
し
て
い
る
ス
ピ
ー

カ
ー
を
通
じ
て
緊
急
地
震
速
報
や

気
象
警
報
、
避
難
情
報
な
ど
を
迅

速
か
つ
確
実
に
市
民
の
皆
さ
ん
に

　
市
で
は
、
市
内
の
高
等
教
育
機

関
等
の
振
興
に
向
け
た
方
策
を
明

ら
か
に
す
る
「
高
等
教
育
機
関
等

振
興
指
針
」、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を

推
進
す
る
た
め
の
「
男
女
共
同
参

画
計
画
（
ま
い
プ
ラ
ン
）
改
定
版
」

（
計
画
期
間
：
25
～
28
年
度
）
を

策
定
し
ま
し
た
。

高等教育機関等振興指針、
男女共同参画計画を策定

指
針
・
計
画
の
概
要

【
高
等
教
育
機
関
等
振
興
指
針
】

　「
次
代
を
担
う
人
材
の
育
成
戦

略
」
の
具
体
的
な
方
策
と
し
て
次

の
項
目
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

◆
行
政
と
教
育
機
関
、
そ
の
他
多

様
な
主
体
と
の
連
携
支
援
体
制
な

ど
の
構
築

◆
地
域
の
人
な
ど
の
活
用
に
よ
る

人
材
育
成
の
推
進

◆
知
的
資
源
の
活
用
に
よ
る
地
域

づ
く
り
の
推
進

◆
情
報
の
受
発
信
の
仕
組
み
づ
く
り

【
男
女
共
同
参
画
計
画
】

◆
フ
レ
ア
ス
舞
鶴
（
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
）
の
利
用
促
進

◆
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
対
応

し
た
啓
発
の
強
化

◆
政
策
・
方
針
決
定
の
場
へ
の
女

性
の
参
画
促
進

◆
仕
事
と
生
活
の
調
和（
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
の
推
進

◆
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
予
防
と

被
害
者
支
援
の
強
化

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

手
続
制
度
の
結
果

閲
覧
で
き
ま
す

　
指
針
・
計
画
の
内
容
は
、
各
担

当
課
の
ほ
か
、
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
、
西
支
所
、
加
佐
分
室
、
中

央
・
東
・
西
・
南
公
民
館
、
大

浦
・
城
南
会
館
、
東
・
西
図
書
館

な
ど
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

【
高
等
教
育
機
関
等
振
興
指
針
】

　
２
人
か
ら
５
件
の
意
見
の
提
出

が
あ
り
ま
し
た
。
意
見
を
踏
ま

え
、
修
正
な
ど
を
行
う
も
の
が
１

件
、 

意
見
の
趣
旨
を
施
策
展
開
に

反
映
さ
せ
て
い
く
も
の
が
３
件
、

市
の
考
え
方
を
説
明
し
、
ご
理
解

い
た
だ
く
も
の
が
１
件
で
し
た
。

【
男
女
共
同
参
画
計
画
】

　
意
見
の
提
出
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

※
い
ず
れ
も
募
集
期
間
は
１
月
４

日
～
28
日
。

伝
達
。
よ
り
安
全
で
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

【
定
時
に
音
楽
を
流
し
ま
す
】

　
通
信
状
況
の
確
認
の
た
め
、
毎

日
、
定
時
に
音
楽
を
流
し
ま
す
。

◆
４
～
９
月
…
18
時

◆
10
～
３
月
…
17
時

※
東
舞
鶴
高
浮
島
分
校
は
12
時
の

み
。
既
設
の
設
備
は
、
12
時
に
も

流
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
危
機
管
理
・
防
災

課
（
☎
66
・
１
０
８
９
）
へ
。

防
災
行
政
無
線
を
拡
充
整
備

市
街
地
中
心
部
な
ど
39
か
所

▼
高
等
教
育
機
関
等
振
興
指
針
に

関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画

政
策
課
（
☎
66
・
１
０
４
２
）
へ
。

▼
男
女
共
同
参
画
計
画
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
、
人
権
啓
発
推

進
室
（
☎
66
・
１
０
２
２
）
へ
。

▶
施
設
の
屋
上
な
ど
に
設
置
。
ス
ピ
ー

カ
ー
を
通
じ
て
各
種
情
報
を
伝
達
（
写

真
は
中
総
合
会
館
）

▲
無
線
機
で
市
役
所
や
防
災
セ
ン
タ
ー

と
双
方
向
の
通
信
が
可
能

舞
鶴
共
済
病
院
、
新
病
棟
は
12
月
完
成
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固定資産税の納税通知書を発送
　市内に土地や家屋を所有している人に平成 25 年
度固定資産税の納税通知書を発送します。土地の住
宅特例措置や新築家屋に係る軽減の適用の有無は同
封の課税明細書で確認できます。

【土地の住宅特例措置】
　住宅やアパートなど居住用の家屋が建っている土
地（住宅用地）の課税標準額は、一定の要件を満た
すとその価格の６分の１または３分の１に減額。適
用の場合、課税明細書の備考欄に「住宅用地」と表示。

【新築家屋に係る軽減】
　居住用に新築された家屋は一定期間、固定資産税を
２分の１（延床面積 120 平方㍍まで）に減額されます。
軽減期間は、３階建て以上の中高層耐火住宅が５年間、
その他の住宅が３年間（いずれも長期優良住宅の場合
は２年間延長）。適用の場合、課税明細書の備考欄に「新
築軽減」か「新築軽減（長期）」と表示。
▶詳しくは、税務課（☎ 66・1027）へ。

　自己の所有する固定資産と市内の土地・家屋の価
格が比較できるよう、関係帳簿の縦覧ができます。
　「固定資産縦覧帳簿（土地）」には所在地・地目・
地積・評価額が、「固定資産縦覧帳簿（家屋）」には
所在地・用途・床面積・構造・家屋番号・評価額が
掲載されています。

【期間】４月１日（月）～ 30 日（火）の平日、８
時 30 分～ 17 時

【場所】税務課
【縦覧対象者】固定資産税（土地・家屋）の納税者
本人か委任状を持った代理人

【審査の申し出】固定資産税の価格に不服がある場
合は、固定資産評価審査委員会に審査を申し出るこ
とができます。期間は納税通知書を受け取った日の
翌日から 60 日以内。

《固定資産課税台帳の閲覧》
　土地や家屋などの所有者、その代理人、借地・借
家人は、土地や家屋などの課税台帳を随時閲覧でき
ます。
　運転免許証など本人確認ができるものが必要。代
理人は委任状、借地・借家人は契約が確認できるも
のが必要。
▶詳しくは、税務課（☎ 66・1027）へ。

固定資産価格などの縦覧

　平成 25 年度から軽自動車税の納期限が、条例改
正により、これまでの４月 30 日から５月 31 日に
変わります。納税通知書は、５月中旬に発送。
▶詳しくは、税務課（☎ 66・1026）へ。

軽自動車税の納期限が変わります
　市税などの納付には、便利な口座振替をぜひご利用
ください。固定資産税の第１期分から口座振替を希望
する場合は、通帳と届出印、納税通知書を持って、４
月 15 日（月）までに市内の金融機関へ申し込みを（郵
便局の場合は第２期分からの振替になります）。
▶詳しくは、税務課（☎ 66・1025）へ。

口座振替のご利用を

微小粒子物質（PM2.5）の注意喚起について

　舞鶴市・綾部市・福知山市の３か所の測定局の
うち１か所でも、微小粒子物質（PM2.5）の濃度が、
国の定めた暫定指針値（日平均値 1 立方㍍当たり
70㍃㌘）を超えると予想される場合、京都府から
注意喚起情報が出されます。
　注意喚起情報が出された場合、市ホームページ
や、まいづるメール配信サービスなどでお知らせ
します。

　暫定指針値を超えても、必ずすべての人の健康
に影響が生じるというものではありませんが、次
の対応を取ることをお勧めします。
◆不要不急の外出を控える
◆屋外での激しい運動をできるだけ減らす
◆屋内の換気は必要最小限にする
　また、呼吸器系や循環器系疾患のある人や子ど
も、高齢者は、体調に応じてより注意してください。

▶詳しくは、生活環境課（☎ 66・1005）へ。
▶健康に関するお問い合わせは、健康増進課（☎
65・0065）へ。

　納期限を過ぎて 20 日以内に納付がない場合は、
督促状を発送します（発送後、京都地方税機構へ徴
収業務を移管）。納期限内の納付にご協力をお願い
します。
▶詳しくは、税務課（☎ 66・1025）へ。

納期限内の納付にご協力を

◀まいづるメール配信サービスの登録
は (https://service.sugumail.com/j-maizuru)
にアクセスするか、左のコードから。

「その他緊急情報」を選択してください。

　自動車の運転に自信がなくなったなどの理由によ
り、４月以降に運転免許証を自主返納した 65 歳以
上の市民に対し、公的な身分証明書として使用可能
な公安委員会が発行する「運転経歴証明書」の交付
手数料（1,000 円）か、市が発行する「住民基本
台帳カード」の交付手数料（500 円）を助成・免
除します。一人につき、いずれか１回限り。
▶詳しくは、市民相談課（☎ 66・1006）へ。

高齢者運転免許証の自主返納を支援

【日時】４月 15 日（月）～ 26 日（金）の平日
【場所】市内の集会所など 70 か所（詳しくは、生
活環境課へ。市ホームページにも掲載）

【対象】生後 91 日以上の飼い犬
【料金】登録犬（案内はがきを送付済）が 3,200 円、
未登録犬が 6,200 円（登録手数料を含む）
▶詳しくは、生活環境課（☎ 66・1005）へ。

犬の登録と狂犬病予防注射

すこやか住まい改修助成制度の終了
今後は介護保険などの制度をご利用ください

　介護保険の住宅改修費支給を補完するものとして実
施してきた「すこやか住まい改修助成制度」を６月
28 日（金）受け付け分（９月中に完成するもの）で
終了します。
　同制度は、要支援・要介護認定を受けている人など
を対象に住宅にスロープや手すりを設置する際の費用
などを助成するもの。近年、住宅のバリアフリー化の
普及などにより、大部分が介護保険などの制度で対応
できることから終了するものです。
　７月以降の住宅改修については、介護保険などの制
度を利用していただくことになります。
▶詳しくは、高齢者支援課（☎ 66・1018）へ。

　東地区の道路交通の円滑化、駐車場機能の確保を図
るため取得したマイコム立体駐車場を市の直営施設と
して４月１日（月）から管理運営を開始します。駐車
料金は下表のとおり。また、コミュ二ティ施設の利用
については、施設（☎ 64・5020）までお問い合わせ
ください。

東地区立体駐車場などの管理運営を開始

基本料金
（７時～ 23 時）

夜間料金
（23 時～翌７時）

１時間以内 200 円 100 円
追加料金（30 分ごと） 100 円加算 50 円加算

１日の上限料金（０時～ 24 時） 1,000 円

【駐車場の利用料金】

▶詳しくは、観光商業課（☎ 66・1024）へ。

　NHK では、NHK-BS プレミアムの番組「に
っぽん縦断こころ旅 2013 春の旅」で俳優の
火野正平さんが旅をする場所を募集しています。
　採用されると火野さんが舞鶴市を訪れ、番組
の撮影が行われます。

【放送日時】５月 13 日（月）～ 19 日（日）（予定）
【申し込み方法】住所、氏名、年齢、性別、電話番
号、思い出の場所とそのエピソードを郵送（〒 150
‐ 8001 NHK「こころ旅」係）かファクス（03・
3465・1327）で NHK ふれあいセンターへ。
４月 23 日（火）必着。

【問い合わせ先】NHK ふれあいセンター
　　　　　　　  （☎ 0570・066・066）

写真提供 NHK

にっぽん縦断こころ旅
～思い出の場所、エピソードを募集～

　舞鶴の豊かな自然の中で野菜や米作りを体験し
てみませんか。

▪東神崎市民農園
【募集区画】５区画（１区画約 50 平方㍍）
【料金】１区画につき年間 6,000 円
【申し込み方法】電話で東神崎市民農園の永井さ
ん（☎ 82・5268）へ。

▪西方寺平棚田オーナー
【募集区画】10 区画（１区画約 100 平方㍍）
【料金】１区画につき年間 40,000 円
【申し込み方法】５月 20 日（月）までに電話
で西方寺平棚田オーナーの会代表の泉さん（☎
83・0235）へ。

▶詳しくは、農林課（☎ 66・1023）へ。

農業にチャレンジ
市民農園などの利用者を募集
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CAMERA EYE

カメラアイまちのイベ
ントを

写真で紹介

全
国
大
会
出
場
者
を
紹
介

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う

　和田中学校の３年生の生徒 52 人が３月 11 日、通学路を
中心に校区内の清掃活動を行いました。
　３年間の中学校生活の締めくくりと新たな道（進路）に進
む思いを込めて実施したもの。
　当日は、体操服姿でごみ袋や火ばさみを持ってたばこの吸
い殻や空き缶、ペットボトル、折れた傘など通学路に落ちて
いたごみを拾い集めていました。
　生徒たちは３月 15 日に卒業し、４月からそれぞれの道を
歩んでいきます。

　高野小学校の児童が２月 26 日、お年寄りを訪ね、スイセン
をプレゼントしました。
　日頃お世話になっている地元の 1 人暮らしのお年寄りに元
気と感謝の気持ちを伝えるため毎年実施しているもので、この
日は４年生 45 人が８班に分かれて 59 軒を訪問しました。
　また、花と一緒に「体を大切にしてください」などと書いた
手紙も添えました。参加した児童たちは、「喜んでくれて嬉し
かった」と話していました。

３年間の思いを胸に清掃活動

笑顔でスイセンをプレゼント

01. スイセンと手紙を手渡す　02. 民生児童委員の案内で訪問

01.02.03. 各班に分かれて清掃活動をする生徒

01

01

02 03

02

☆
全
国
高
等
学
校
体
操
競
技
選
抜
大
会
（
３
月
20
日
・
21
日
、

佐
賀
県
）
❖
大
戸
優
妃
奈
（
西
舞
鶴
高
1
年
）

☆
全
日
本
中
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
（
３
月
23
日

～
25
日
、香
川
県
）❖
小
谷
翼（
加
佐
中
２
年
）❖
増
田
智（
城

北
中
２
年
）
❖
谷
口
侑
弥
、
村
上
知
紘
（
城
南
中
１
年
）

☆
全
国
高
等
学
校
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
選
抜
大
会

（
３
月
23
日
～
26
日
、石
川
県
）❖
瀬
野
郁
希（
加
悦
谷
高
２
年
、

白
糸
中
出
身
）
❖
濱
田
翔
太
（
海
洋
高
３
年
、
若
浦
中
出
身
）

☆
都
道
府
県
対
抗
全
日
本
中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

（
３
月
26
日
～
28
日
、
三
重
県
）
❖
井
上
昂
、
梅
原
睦
矢
、

角
内
将
大
、深
井
律
希（
以
上
城
南
中
２
年
）❖
山
﨑
一
輝（
青

葉
中
２
年
）
❖
荒
木
健
太
、
臼
井
裕
紀
（
以
上
和
田
中
１
年
）

☆
全
国
高
等
学
校
選
抜
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
（
３
月
27
日
～
29

日
、
新
潟
県
）
❖
中
村
二
鷹
（
海
洋
高
２
年
、
白
糸
中
出
身
）

☆
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
春
季
水
泳
競
技
大

会（
３
月
27
日
～
31
日
、新
潟
県
）❖
越
後
智
行（
城
南
中
３
年
）

☆
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ス

キ
ー
選
手
権
大
会
（
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
競
技
）（
３
月
28
日
・
29
日
、

北
海
道
）❖
今
井
心
求（
白
糸
中
３
年
）❖
今
井
優
求（
白
糸
中
１
年
）

☆
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
３
月
28
日
～
30
日
、東
京
都
）
❖
豊
田
悠
人
（
白
糸
中
２
年
）

☆
全
日
本
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
（
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
競
技
）

（
３
月
30
日・31
日
、
北
海
道
）
❖
今
井
心
求
（
白
糸
中
３
年
）

☆
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー

選
手
権
大
会
（
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
競
技
）（
４
月
２
日・３
日
、長
野
県
）

❖
石
井
沙
知（
西
舞
鶴
高
１
年
）❖
石
井
汰
旺（
白
糸
中
３
年
）

　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
敬
称
略
。学
年
は
平
成
24
年
度
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
文
化

財
保
護
委
員
会
（
山
内
羔
児
会

長
）
の
答
申
に
基
づ
き
、
３
月
22

日
、
文
化
財
５
点
を
新
た
に
市
指

定
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。

　
新
た
に
指
定
し
た
の
は
美
術
工

芸
品
・
彫
刻
の
「
木
造
毘
沙
門
天

立
像
」（
多
門
院
・
黒
部
地
区
所

有
）
１
件
と
有
形
民
俗
文
化
財
の

▲木造毘沙門天立像

▼
詳
し
く
は
、
社
会
教
育
課
（
☎

66
・
１
０
７
３
）
へ
。

「
朝
代
神
社
祭
礼
芸
屋
台
（
見
送

幕
も
含
む
）」（
新
・
丹
波
・
西
・

魚
屋
自
治
会
所
有
）
４
件
。

　
こ
れ
で
市
内
の
文
化
財
は
国
指

定
・
登
録
な
ど
が
38
件
、
府
指

定
・
登
録
な
ど
が
40
件
、
市
指
定

が
99
件
の
計
１
７
７
件
と
な
り
ま

し
た
。

新
た
に
指
定
し
た

文
化
財
の
解
説

　
高
さ
41
・
７
㌢
。
ヒ
ノ
キ
材
を

使
用
、
彩
色
お
よ
び
漆
箔
仕
上

げ
、
玉
眼
、
寄
木
造
。
元
来
、
こ

の
地
に
あ
っ
た
毘
沙
門
堂
に
伝
え

ら
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。

左
足
接
合
部
に
あ
る
至
徳
２
年

（
１
３
８
５
年
）
の
墨
書
か
ら
南

北
朝
時
代
の
作
と
分
か
る
。
中
世

の
在
銘
彫
刻
は
市
内
に
極
め
て
少

な
く
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

　
当
時
の
神
将
像
の
作
風
を
よ
く

表
し
て
お
り
、
後
補
部
も
比
較
的

少
な
い
点
か
ら
、
当
代
の
基
準
作

例
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。

　
　   

　（
公
開
し
て
い
ま
せ
ん
）

　
江
戸
時
代
か
ら
朝
代
神
社
の
祭

礼
に
は
、
西
地
区
の
10
町
か
ら
芸

屋
台
が
出
さ
れ
、
子
ど
も
歌
舞
伎

が
上
演
さ
れ
た
。
今
回
は
子
ど
も

歌
舞
伎
の
上
演
に
使
用
さ
れ
た
芸

屋
台
の
う
ち
４
基
と
各
芸
屋
台
付

属
の
見
送
幕
を
指
定
（
他
の
芸
屋

台
も
指
定
に
向
け
順
次
調
査
を
進

め
て
い
く
方
針
）。

　
芸
屋
台
は
、
四
輪
の
台
車
の
上

に
屋
形
を
組
み
、
唐か

ら
は
ふ

破
風
屋
根
を

持
つ
。
屋
台
前
方
は
三
方
吹
き
抜

け
の
舞
台
と
な
り
、
周
囲
を
組

勾こ
う
ら
ん欄
で
囲
む
。
舞
台
正
面
と
右
側

面
に
は
花
道
を
設
け
、
後
方
を
楽

屋
兼
囃は

や
し子
方
の
座
席
と
し
て
い

る
。
舞
台
の
柱
と
唐
破
風
屋
根
の

鳳
凰
は
漆
仕
上
げ
。

　
近
世
の
芸
屋
台
の
構
造
・
意
匠

を
骨
格
と
し
な
が
ら
も
、
新
し
い

技
術
と
協
調
し
な
が
ら
祭
礼
を
持

続
的
に
行
お
う
と
し
て
、
花
道
の

機
構
に
鋳
鉄
を
用
い
た
り
、
結
合

に
六
角
ボ
ル
ト
を
使
用
し
た
り
す

る
芸
屋
台
も
見
ら
れ
る
。

   （
普
段
は
公
開
し
て
い
ま
せ
ん
）

木
造
毘
沙
門
天
立
像

（
黒
部
地
区
所
有
）

朝
代
神
社
祭
礼
芸
屋
台

市
指
定
文
化
財　

新
た
に
５
点

毘
沙
門
天
立
像
、
芸
屋
台

▲新芸屋台

▲西芸屋台

▲丹波芸屋台見送幕

▲魚屋芸屋台見送幕

「楼閣風景図」朝鮮毛綴見送

「韓信の股くぐり図」刺繍見送（舞鶴公園・芸屋台収蔵庫で展示中）
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ドクターＴのひとりごと
　　　　　　その⑩　市職員には
　　　　　　　　　　　専門性が求められる

　私は市長に就任してから、市職員に対してプロ意
識を持ち専門性を高めることが必要だと述べてき
た。では、プロとは何を指すのだろうか？メジャー
リーグのイチロー選手はプロ、いや、プロ中のプロ
であると誰もがそう思う。それは一般人はもとより
少々の素質では、どんなに努力しても真似できない
からである。プロ中のプロは別格として、ではどう
したらプロになれるのだろうか？それは、現状に甘
んじず、常に上を目指して試行錯誤しながら、何年
も何年も努力する人がなれるのだと思う。２年や３
年の期間、そばで見ているだけで真似されるようで
はプロではないと思う。ましてや、1 か月程度の研
修で習得できる技術や対応はプロの仕事ではない。
私も含め市職員は、顧客である市民の皆さんや市内
企業、各種団体のニーズを的確に把握し、高い専門
性をもって効率的でスピード感のある仕事をしなけ
ればならない。このような職場環境とするには、幹
部職員は部下の特性を生かし、成長する機会を提供
しなければならない。与えられた仕事をこなすだけ
ではプロではない。市職員は常に向上心を持ち、考
える集団にならなければならない。

まいづる花図鑑 80

　山地の高所に見られることが多い落葉低木。葉は
丸くて大きく、長さ７～ 15㌢。葉脈はくぼんでよ
く目立つ。春、葉がほころびかけるころ、枝先に白
い装飾花に囲まれたガクアジサイに似た花が咲く。
果実は始め赤く、後に黒く熟する。
　名前の由来は、「虫食われ」からで葉が虫によく
食べられることから。大きな葉を亀の甲羅に見立て

「オオカメノキ」とも呼ばれる。
【協力】
　瓜生勝朗　市文化財保護委員（植物分野）

【ムシカリ】 （スイカズラ科）
見ごろ４～５月頃

「引き揚げ」の記憶を次世代へ
　引揚記念館に展示・保管している海外からの引き
揚げやシベリア抑留などに関する約１万２千点の資
料の中から、今回紹介する資料は「白

し ら か ば

樺日誌」です。
　シベリア抑留中の体験談を記した書籍は多く存在
しますが、そのほとんどは復員後の記憶をもとに記
したものです。しかし、白樺日誌はシベリア抑留中
にその日の思いを俳句や和歌にしたためたもので、
抑留中に木の皮に記した歌日誌としてはおそらく国
内唯一の大変貴重な歴史資料と考えられます。
　この白樺日誌を記したのは舞鶴市出身の瀬野修さ
んで、昭和 19 年に出征し択捉島へ渡り、翌年９月
に捕虜となりシベリアへ連行されました。
　白樺日誌は９月下旬頃から書き始められています。
択捉島を離れる際には、誰もがふるさとに帰れると
思い込んで必要最小限の荷物で乗船したため、筆記
用具などは一切持っていませんでした。そのため、
白樺の皮をはいで紙の代用とし、空き缶を加工して
ペンを作り、煙突のすすをインク代わりにして記し
たのです。瀬野さんのしたためた俳句・和歌は 20
枚の白樺の皮に 200 首余りにのぼり、いつ帰れるか
もわからない不安とつらい重労働の日々を慰めるも
のだったようです。

　その内容は択捉島での軍隊生活の回想に始まり、
抑留生活を送るシベリアでの日々の重労働の様子、
収容所で多くの人が栄養失調で亡くなっていく様子
などをはじめ、日本にいる家族を思ってしたためた
ものや「仲秋の 月は出でたり 赤々と 大き月なり 古
里思ふも」と故郷を懐かしむものも多く見られます。
　その一方で、「白樺の 株の拓き 植えし薯

イ モ

 不作とい
ふも 掘るは嬉しき」と白樺の森を開拓した土地に植
えたジャガイモが不作でも、食糧が少なかった状況
では小さいイモでもとても嬉しかったと、つらく苦
しい生活も前向きにとらえ、力強く生き抜こうとし
た姿が読み取れる歌もあります。
　こうした、瀬野さんの白樺日誌の俳句・和歌を次
回も紹介します。

▶詳しくは、引揚記念館（☎ 68・0836）へ。

白樺日誌

くらしの豆知識⑥
～ 低速度でも死亡事故に ～

▶詳しくは、東図書館（☎ 62・0190）
　　　　　　西図書館（☎ 75・5406）へ。

図書館だより ～ 今月のおすすめ本 ～

　血を吸い、恐ろしい病気を運んでく

るダニ。死骸はアトピーやぜんそくの

原因にもなるという。しかし、そんな

悪いダニは全体の１㌫。チーズをおい

しくしたり、落ち葉を分解したり社会

に役立つものもいる。ダニの生態を正

しく知ることができる１冊。　　（東）

ダニ・マニア　
島野智之

　『坊っちゃん』『雪国』『カラマーゾフ

の兄弟』など、古今東西の 132 作品を

最後の一文から斬新に読み解く名作再

発見の一冊。「若者はその歴史の扉をそ

の手で押し、そして未来へ押しあけた」

は何という作品のラスト？             （西）

名作うしろ読み
斎藤美奈子

　右の図は、最近市内で実
際に起こった交通死亡事
故の様子を表したもので
す。被害者も加害者も高齢
者で、信号が青になったた
め、横断歩道を歩いている
最中に右折し始めた乗用車
と衝突したものです。
　近年、歩行者の死傷事故では時速 20㌔㍍以下の
車との衝突が圧倒的に多く、約 67㌫を占め約３件
に２件は低速域で事故が起こっています。車に押し
倒され路面に強打したり、車の硬い部分に当たった
りすることが原因と考えられます。
　事故の大半は運転者の見落としや歩行者の発見遅
れが関与しています。安全確認の重要さを見直して
事故を防ぎましょう。
　４月６日から「春の全国交通安全運動」が始まり
ます。事故の加害者にも被害者にもならないよう常
日頃から気を付けましょう。

▶詳しくは、市民相談課（☎ 66・1006）へ。

ごみブクロウの
『エコな生活ホーホー』教えます！

（ 方 法 ）

▶詳しくは、生活環境課（☎ 66・1005）へ。

　ついついごみ箱に入れてしまいがちなお菓子の箱
や小さな紙片。そんな資源を救出するために役立つ
のがいらなくなった紙袋。ごみ箱の横に置いて、再
生できる紙を分ける習慣を身に付けよう！

紙
袋

　

ご
み
箱
の
横
に

　
　
　
　
　
　
　

ひ
ろ
げ
た
ら

　
　
　
　

紙
ご
み
い
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

簡
単
資
源
化

ご
み
ブ
ク
ロ
ウ
流

　

「紙
ご
み
資
源
化
の
す
す
め
」

リッティの ありがとう 舞鶴

に１年が過ぎ、２度目の桜の季節を迎え、とうとう帰国
の日がやってきました。五老ヶ岳から見たまぶしい初日
の出、日本の歴史文化を感じる神社・仏閣や近代化のシ
ンボルである赤れんが倉庫群、燃えるような紅葉の金剛
院など、舞鶴着任当時に感じた「新鮮な感動」は「思い出」
として胸に刻み込まれています。また、私にとって試練
であった夏の猛暑も今では懐かしく感じられます。

帰国するにあたり、初めて経験する日本式のワンフロ
アの職場で熱心に指導していただいた職員の皆さん、異
国の地・舞鶴で家族同様に生活のサポートをしてくださっ
た市民の皆さん、親切に日本の文化を体験させていただ
いた先生方、その他多くの方々からいただいたご厚情に、
心からお礼を申し上げたいと思います。

大連に戻ってからも、舞鶴で過ごした１年間の思い出
を胸に、大連市民に舞鶴の素晴らしさを伝え、両市そし
て両国の友好交流促進に少しでも役立ちたいと思ってい
ます。また機会があれば舞鶴に戻ってきて、友人である
皆さんに再会したいと思っています。

本当にお世話になりました。再
ツァイ・チェン

見！
　　　　　　　　　　　　《みなと振興・国際交流課》

国際交流員の孫
ソ ン

立
リ ツ テ イ

娣です。
「光陰矢の如し」。舞鶴に来てあっという間

▲ごみブクロウ

▲かみブクロウ

変身！
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　会場名の記載がない催しは保健センターで開催。申し込みは、特に指定がない場合は同セン
ターへご連絡を。協力医療機関についてのお問い合わせも同センターへお願いします。

４月の
保健センターのお知らせ ☎ 65・0065

ＦＡＸ 62・0551

　平成 25 年度がん検診などの申し込みを受け付け中。
《受け付け中の検診》
❖胃がん（40 歳以上）　　❖結核・肺がん（40 歳以上）
❖大腸がん（40 歳以上）　❖乳がん（40 歳以上の女性）
❖子宮がん（20 歳以上の女性）
❖歯周疾患（40・50・60・70 歳の人）
❖レディース 30（30 ～ 39 歳の女性）

《土・日曜日の検診も受け付け中》
　10 月 26 日（土）と 12 月１日（日）に実施します。
検診内容などは「平成 25 年度舞鶴市がん検診申し込み
案内（４月１日に新聞折り込み、広報まいづるを郵送
している人には４月１日号と一緒に送付）」で確認を。

　麻しんはインフルエンザの約８倍の感染力があり、免
疫がなければほぼ 100㌫発病します。発病すると高熱や
発疹のほかに、脳炎などの合併症を引き起こし、後遺症
が残ったり、命に関わることもあります。特効薬がない
ため、予防には予防接種を受けることが最も効果的です。
強固な免疫をつけるために２回の接種を受けましょう。

【平成 25 年度の対象者】
❖第２期… 平成 19 年４月２日～ 20 年４月１日生まれ
　　　　　  ※小学校就学前の１年間に相当する人
　　　　  　※接種の有効期限は来年３月 31 日（月）
❖第１期…１歳の誕生日～２歳の誕生日の前日の人
　　　　　  ※対象者には案内済み

麻しん（はしか）風しんの予防接種 がん検診などの申し込み

高齢者生き生きトレーニング教室　参加者を募集

◎ 健 康 診 査

個別接種＝市内の協力医療機関
❖乳幼児（ＢＣＧ、三種混合１期、麻しん風しん１
期・２期、日本脳炎１期、不活化ポリオ、四種混合
１期、ヒブ、小児用肺炎球菌）
❖児童・生徒（三種混合２期、日本脳炎２期、子宮
頸がん予防）
　いずれも該当者には通知済み。対象などは保健セ
ンターか市ホームページでご確認を。転入や紛失な
どで予診票をお持ちでない人は、保健センターへご
連絡ください。

◎ 予 防 接 種

歯っぴースマイル教室
（２歳児むし歯予防教室）
　11 日（木）９時～ 11 時 15 分。歯の話や歯科健診、
フッ素塗布。
❖２歳６か月児（平成 22 年５月 22 日～ 10 月
17 日生まれ）…先着 20 人。
❖２歳児（平成 22 年 11 月７日～ 23 年４月 21
日生まれ）…先着 30 人。
　いずれも参加費 300 円。各１回のみ参加可。
　申し込みは、２日（火）から電話で。

健やか育児相談
　15 日（月）９時 30 分～ 11 時。育児の悩みや歯・
食事の相談、身体計測など。対象は乳幼児の保護者。
無料。申し込み不要。

心の健康相談室
　15 日（月）11 時～ 16 時。子育ての悩みや人間
関係、仕事のストレスなどの相談にカウンセラーが
応じる。先着３人。無料。申し込みは、２日～ 12
日（金）に電話で。

離乳食教室
　26 日（金）14 時～ 15 時 30 分。離乳食の話と試
食。対象は６～８か月児の保護者。先着 15 人。無料。
対象児のみ託児あり。申し込みは、２日から電話で。

◎ 教 室 ・相 談
乳幼児健診
　対象は３か月 ･10 か月 ･ １歳６か月 ･ ３歳児。
該当者には通知。対象や日程の確認は保健センター
か市ホームページで。

【日時・会場】右表のとおり。
【内容】筋力、柔軟性、バランス能力な
どのトレーニングやスワロビクスなど

【対象】65 歳以上。申し込み多数の場合
は抽選（初めての人を優先）

【参加費】月 1,000 円
【申し込み方法】電話で各会場へ（東体
育館のみ保健センターへ連絡を）。

※南公民館と保健センターの実施分は
「広報まいづる５月１日号」でお知ら
せします。

《予防接種法が一部改正（該当者には通知）》
❖ヒブ・小児用肺炎球菌・子宮頸がん予防
　定期の予防接種法に基づく接種に変更。該当者
は公費で接種可。
❖ BCG
　対象年齢が生後５か月～１歳になる前日に変更。
❖日本脳炎
　平成７年４月２日～５月 31 日生まれの人の接
種期限が 20 歳未満までに拡大。

４月のカレンダー
休日・土曜日の救急・急病診療

日 診療時間 当番病院（内科・外科）
      ６日 ㈯ 開業医の診療終了後

舞鶴医療センター （☎ 62・2680）
      ７日 ㈰ ９時から

    13 日 ㈯ 開業医の診療終了後
舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）

    14 日 ㈰ ９時から

 20 日 ㈯ 開業医の診療終了後
舞鶴赤十字病院 （☎ 75・4175）

 21 日 ㈰ ９時から

 27 日 ㈯ 開業医の診療終了後
舞鶴医療センター （☎ 62・2680）

 28 日 ㈰ ９時から

 29 日 ㈷ ９時から 舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）

※受診は、できる限り昼間の時間帯にお願いします。また、
軽症などの緊急を要しない症状の場合は、できる限り平日
の診療時間内にかかりつけ医での受診をお願いします。

休日の小児科一次診療

日 診療時間 当番病院
    ７日 ㈰ 

９時～ 18 時

※受け付けは
17 時 30 分まで

舞鶴医療センター （☎ 62・2680）

  14 日 ㈰ 舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）

  21 日 ㈰ 舞鶴赤十字病院 （☎ 75・4175）

  28 日 ㈰ 舞鶴医療センター （☎ 62・2680）

  29 日 ㈷ 舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）

※ 19 時以降は市役所（☎ 62・
2300）か西支所（☎ 75・2250）へ。

当番会社
足立管工業㈱ （☎ 75・4140）

水道修理

納　　期

種　類 納期限
　固定資産税 （１期） ４月 30 日（火）

※骨髄バンクドナー登録会を同時開催

日 受付時間 会場
 24 日 ㈬   ９時 30 分～ 11 時 30 分

12 時 30 分～ 15 時 30 分 舞鶴市役所

 28 日 ㈰   ９時 30 分～ 11 時 30 分
12 時 30 分～ 15 時 30 分

らぽーる西側広場
（400㍉㍑のみ）

献血の日程

ごみ・し尿の収集

日
収集ごみ 粗大ごみの

戸別収集
申込受付※1

し尿の
収集

ごみの持ち込み

可燃 不燃 清掃
事務所

リサイクル
プラザ

４
月

 27 日㈯ ○ 休 休 ※2

８時 30 分
～ 16 時
　

８時 30 分
～ 16 時
※3

 28 日㈰ 休 休 休 休

 29 日㈪ 休 休 休 休

 30 日㈫ ○ 休 ○ ○

５
月

   １日㈬ ○ ○ ○ ○

   ２日㈭ ○ ○ ○ ※2

   ３日㈮ 休 ○ 休 休

   ４日㈯ 休 休 休 休

   ５日㈰ 休 休 休 休

   ６日㈪ 休 ○ 休 休

※１
※２

※３

受付時間は平日の８時30分～16時30分。専用電話（☎64・5953）へ。
舞鶴保健興業㈲が収集する地域＝東地区（寺川以西）、中地区（全域）、
西地区（吉原、匂崎）は４月 27 日、５月２日も休業。
土・日曜日の持ち込みは、事前に予約が必要。予約は平日の８時
30 分～ 16 時 30 分に同プラザ（☎ 64・7222）へ。

《お願い》
　連休中は、清掃事務所とリサイクルプラザへ
ごみを直接搬入する車両が多く、周辺が大変混
み合います。ごみはできる限り決められた収集
日に地域の集積所へ出していただくようご協力
をお願いします。
　し尿の収集業者は連休中は休業します。収集
を希望される場合は、早めに各業者へご連絡を
お願いします（19㌻に関連記事）。

会場・申込先 実施期間 曜日・時間 定員 申込期限

西市民プラザ
（☎ 77・0086）

５月７日
～９月 24 日

毎週火曜日
10 時～ 12 時 25 人

４月 15 日㈪

５月９日
～９月 26 日

毎週木曜日
14 時～ 16 時 25 人

スタジオ PEP
（☎ 66・3330）

５月８日
～９月 25 日

毎週水曜日
10 時～ 12 時 25 人

５月 13 日
～９月 30 日

毎週月曜日
14 時～ 16 時 25 人

東体育館
【申込先：保健センター

（☎ 65・0065）】
５月１日

～９月 25 日
毎週水曜日

14 時～ 16 時 20 人

４月 17 日㈬城南会館
（☎ 78・1800）

５月 10 日
～９月 27 日

毎週金曜日
14 時～ 16 時 30 人

大浦会館
（☎ 68・2010）

５月 14 日
～来年３月 25 日

毎週火曜日
９時 30 分～ 11 時 30 分 30 人



162013.4-1 maizuru17 2013.4-1maizuru

ジ
（h

ttp
://jtb

sp
o

rts.jp
/c

o
n

te
n

ts/
kitakyo

to
/

）
で
。

●
実
行
委
員
会
事
務
局
（
☎
０
７
５
・
２

４
１
・
３
１
８
１
）

▪略語の見方
　 ＝日時　　　　　　　＝場所・会場　　＝内容　　　＝講師　　　　　　＝対象
　 ＝定員、募集人数　　＝料金　　　　　＝その他　　＝申し込み方法　　＝問い合わせ先

※ 　だれでも　　特になし　　無料　　特になし　　不要の場合は、記載していません

定

時 場

料

内

他

講

申

対

問

対 定 料 申他

お知らせ

催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

そ
の
他

催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

そ
の
他

●
６
月
２
日
㈰
６
時
～
18
時

●
天
橋
立
駐
車
場
発
着
●
小
学
４
年
生
以
上

●
先
着
１
，
５
０
０
人

●
❖
Ａ
コ
ー
ス
（
１
９
０
㌔
）
…
９
，
５

０
０
円
❖
Ｂ
コ
ー
ス
（
１
０
０
㌔
）
…
８
，

０
０
０
円

※
い
ず
れ
も
小
学
生
は
２
，
５
０
０
円

●
５
月
６
日
㈷
18
時
ま
で
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

Ｔタ

ン

タ

ン

Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｎ
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド

event

催
し

●
４
月
14
日
㈰
９
時
～
17
時
（
入
園
は
16

時
30
分
ま
で
）

●
自
然
文
化
園

●
❖
テ
ン
ト
市
…
９
時
～
16
時
❖
茶
席
…

10
時
～
15
時
。
先
着
１
０
０
人
。
２
０
０

円
❖
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
…
10
時
30
分
～

12
時
。
先
着
20
人
。
要
予
約
❖
山
口
椿
園

の
山
口
三
十
治
さ
ん
に
よ
る
講
習
会
「
ツ

バ
キ
の
栽
培
法
と
接
ぎ
木
の
実
習
」
…
13

時
～
15
時
。
先
着
20
人
。
要
予
約
❖
ツ
バ

キ
油
の
搾
油
実
演
と
化
粧
水
作
り
…
３
０

０
円
。

●
３
０
０
円
（
小
・
中
学
生
は
１
５
０
円
。

未
就
学
児
は
無
料
）

●
花
と
緑
の
公
社
（
☎
68
・
１
１
８
７
）

世
界
の
ツ
バ
キ
展
イ
ベ
ン
ト
デ
ー

●
６
月
14
日
㈮
～
17
日
㈪

●
フ
ェ
リ
ー
で
北
海
道
（
札
幌
市
）
を
訪

問
し
、
地
域
づ
く
り
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
な
ど

の
学
習
、
現
地
の
活
動
団
体
と
の
交
流

●
府
内
在
住
か
在
勤
の
20
歳
以
上
の
女
性

（
２
年
以
内
に
参
加
し
た
人
は
除
く
）

●
１
０
０
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

●
３
０
，
０
０
０
円

●
所
定
の
用
紙
（
人
権
啓
発
推
進
室
、
西

支
所
、
加
佐
分
室
、
フ
レ
ア
ス
舞
鶴
な
ど

に
備
え
付
け
）
に
作
文
を
添
付
し
て
人
権

啓
発
推
進
室
へ
。
４
月
16
日
㈫
必
着
。

●
人
権
啓
発
推
進
室
（
☎
66
・
１
０
２
２
）

京
都
府
女
性
の
船

●
４
月
13
日
㈯
18
時
30
分
～
20
時

●
城
南
会
館

●
フ
ォ
ー
ク
シ
ン
ガ
ー
の
梅
原
豊
さ
ん
と

水
野
ウ
オ
ー
タ
ー
バ
ン
ド
が
出
演
。
桜
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も

●
雨
天
の
場
合
は
同
館
内
で
開
催

●
城
南
会
館
（
☎
78
・
１
８
０
０
）

夜
桜
の
下
で
音
楽
会

●
４
月
６
日
か
ら
毎
週
土
曜
日
、
８
時
～

11
時
30
分

●
府
道
西
神
崎
上
東
線
沿
い
（
蒲
江
地
区
）

●
蒲
江
地
区
で
採
れ
た
新
鮮
な
野
菜
や

米
、
花
な
ど
を
販
売

●
岩
崎
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
１
８
９
４
・

９
３
９
９
）

蒲
江
い
き
い
き
朝
市

●
４
月
21
日
㈰
14
時
か
ら

●
市
民
会
館

●
ジ
ャ
ズ
や
ラ
テ
ン
の
名
曲
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
曲
の
演
奏
な
ど

●
ブ
ル
ー
マ
リ
ン
ズ
事
務
局
の
上
田
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
１
８
９
４
・
８
３
７
９
）

ブ
ル
ー
マ
リ
ン
ズ
定
期
演
奏
会

●
４
月
14
日
㈰
14
時
か
ら

●
商
工
観
光
セ
ン
タ
ー

●
テ
イ
ク
・
フ
ァ
イ
ブ
や
西
部
劇
メ
ド
レ

ー
、
ア
ニ
メ
ヒ
ロ
イ
ン
メ
ド
レ
ー
な
ど

●
舞
鶴
市
民
吹
奏
楽
団
の
竹
原
さ
ん
（
☎

76
・
１
８
２
４
）

春
一
番
コ
ン
サ
ー
ト

●
６
月
９
日
㈰
14
時
か
ら

●
総
合
文
化
会
館

●
全
席
指
定
一
般
３
，
３
０
０
円
、
高
校
生

以
下
２
，
３
０
０
円
。
４
月
６
日
㈯
発
売

●
文
化
事
業
団
（
☎
64
・
０
８
８
０
）

わ
ら
び
座
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
お
も
ひ
で
ぽ
ろ
ぽ
ろ
」

●
４
月
14
日
㈰
10
時
～
14
時

●
白
糸
浜
神
社
集
合

●
与
保
呂
川
沿
い
の
千
本
桜
か
ら
国
の
重

要
文
化
財
・
桂
貯
水
池
堰
堤
ま
で
約
７
㌔

を
歩
く

●
昼
食
を
持
参
。
小
雨
決
行

●
実
行
委
員
会
の
細
川
さ
ん
（
☎
０
９

０
・
３
９
７
１
・
９
７
１
７
）

与
保
呂
川
さ
く
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

●
４
月
６
日
㈯
18
時

●
瑠
璃
寺
（
吉
田
）

●
市
指
定
文
化
財
の
し
だ
れ
桜
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
や
約
８
０
０
個
の
キ
ャ
ン
ド
ル
の
点

灯
、
ア
カ
ペ
ラ
や
オ
カ
リ
ナ
の
演
奏
な
ど

●
キ
ャ
ン
ド
ル
の
点
火
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

募
集
（
15
時
集
合
。
申
し
込
み
が
必
要
）

●
瑠
璃
寺
し
だ
れ
桜
を
守
る
会
の
高
田
さ

ん
（
☎
77
・
０
５
０
３
）

吉
田
の
し
だ
れ
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

▪
堀
江
静
枝
個
展

●
４
月
１
日
㈪
～
15
日
㈪
10
時
～
16
時

●
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
展
示

▪
ハ
ー
モ
ニ
カ
コ
ン
サ
ー
ト

●
４
月
５
日
㈮
12
時
30
分
～
13
時

●
柏
原
修
さ
ん
が
出
演

▪
ナ
ツ
メ
ロ
舞
踊

●
４
月
10
日
㈬
12
時
30
分
～
13
時

●
な
ご
み
会
が
出
演

〈
共
通
〉

●
サ
ロ
ン
「
ぽ
ー
れ
ぽ
ー
れ
」（
身
障
セ

ン
タ
ー
内
）

身
障
セ
ン
タ
ー

（
☎
63
・
３
０
０
８
、
ＦＡＸ
62
・
９
５
４
６
）

●
５
月
12
日
～
９
月
22
日
の
第
２
・
４
日

曜
日
に
計
10
回
、
９
時
30
分
～
11
時
30
分

●
身
障
セ
ン
タ
ー

●
市
内
在
住
か
在
勤
・
在
学
の
15
歳
以
上

●
先
着
20
人

●
１
，
５
０
０
円

●
４
月
２
日
㈫
～
23
日
㈫
に
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
で
障
害
福
祉
課
（
☎
66
・
１
０
３
３
、

ＦＡＸ
62
・
７
９
５
７
）
へ
。

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

●
５
月
12
日
～
６
月
２
日
の
日
曜
日
に
計

４
回
、
９
時
30
分
～
15
時
●
中
総
合
会
館

●
エ
ク
セ
ル
や
ワ
ー
ド
の
基
礎

●
母
子
家
庭
の
母
親
か
寡
婦

●
先
着
12
人
●
３
，
０
０
０
円

●
４
月
20
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
母
子
福
祉

会
の
常
塚
さ
ん
（
☎
63
・
８
８
３
８
）
へ
。

母
子
福
祉
会 

パ
ソ
コ
ン
講
座

●
４
月
27
日
㈯
10
時
～
13
時

●
杉
山
市
民
農
園

●
桜
も
ち
や
草
も
ち
作
り
な
ど

●
先
着
20
人

●
１
，
５
０
０
円
（
昼
食
付
き
）

●
４
月
22
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
名
水
の
里
杉
山
の
松
岡
さ
ん
（
☎
０
９

０
・
５
１
２
６
・
３
３
１
９
）
へ
。

名
水
杉
山
楽が

っ
こ
う校

▪
西
消
防
署
（
☎
77
・
０
１
１
９
）

●
４
月
18
日
㈭
18
時
～
21
時

▪
東
消
防
署
・
防
災
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
・

０
１
１
９
）

●
４
月
20
日
㈯
９
時
～
12
時

〈
共
通
〉

●
呼
吸
が
な
く
な
っ
た
傷
病
者
に
対
し
て

行
う
「
心
肺
蘇
生
法
」
や
出
血
時
の
「
止

血
法
」
な
ど
を
学
ぶ

●
先
着
30
人

●
実
施
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
電
話
で
各

消
防
署
へ
。

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

●
５
月
11
日
～
12
月
７
日
の
土
曜
日
に
計

10
回
、
10
時
～
11
時
45
分

●
東
公
民
館

●
小
学
生

●
先
着
30
人

●
２
，
０
０
０
円

●
４
月
27
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
東
公
民
館

（
☎
62
・
１
２
３
７
）
へ
。

子
ど
も
将
棋
教
室

●
・
●
❖
西
総
合
会
館
…
４
月
16
日
か
ら

毎
週
火
曜
日
、
13
時
～
13
時
50
分

❖
市
民
会
館
…
４
月
16
日
か
ら
毎
週
火
曜

日
、
18
時
30
分
～
19
時
30
分

●
ブ
ル
ー
ス
、
ジ
ル
バ
、
ワ
ル
ツ
、
タ
ン

ゴ
、
ル
ン
バ
な
ど

●
舞
鶴
市
ダ
ン
ス
連
盟
の
安
久
井
さ
ん

（
☎
76
・
３
５
３
３
）

社
交
ダ
ン
ス
無
料
講
習
会

▪
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

●
５
月
７
日
～
７
月
16
日
の
毎
週
火
曜

日
、
13
時
～
16
時
30
分

●
20
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

●
４
月
30
日
㈫
ま
で
。

▪
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
入
門
課
程
）

●
５
月
10
日
～
８
月
９
日
の
毎
週
金
曜

日
、
19
時
～
21
時

●
30
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

●
４
月
22
日
㈪
ま
で
。

〈
共
通
〉

●
身
障
セ
ン
タ
ー

●
市
内
在
住
か
在
勤
の
18
歳
以
上

●
資
料
代
が
別
途
必
要

●
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
職

業
、
志
望
動
機
を
は
が
き
（
〒
６
２
５
‐

０
０
８
３
市
内
字
余
部
上
２
‐
９
）
か
フ

ァ
ク
ス
、
電
話
で
。

聴
覚
言
語
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
64
・
３
９
１
１
、
ＦＡＸ
64
・
３
９
１
２
）

教
室
・
講
座

定

定

定定定定

定定 定

時時時

時

時

時

時

時

時

時時時

時時時

時時 時

時時 場

場

場

場

場

場

場

場

場

場場 場

場場

料

料

料

料

料

料 料料

内内内

内

内

内

内

内

内

内 内内

内内

他

他

申

申

申 申 申申

申申申 申

対

対

対

対対 対

問

問

問

問 問

問

問 問

問

健康遊具で
運動不足の解消を

　東舞鶴公園に、健康遊具のコー
スを設置しました。
　足踏み程度から少しずつ体をほ
ぐしていけるように 14 種の遊具
を配置し、運動能力に合わせて適
度な運動が楽しめます。
　日頃、運動不足と感じる人、健
康維持や体力向上に関心のある人
は一度体験してみませんか。

▶ 詳 し く は、 都 市 計 画 課（ ☎
66・1048）へ。

▶
座
り
な
が
ら
ス
ト
レ
ッ
チ

時場料問

時

場

内問 他

募
集

●
４
月
１
日
㈪
～
30
日
㈫
の
平
日
（
８
時

30
分
～
16
時
30
分
）
と
21
日
㈰
（
13
時
～

16
時
30
分
）

●
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

●
家
具
な
ど
１
１
０
点
を
展
示

●
同
プ
ラ
ザ
に
備
え
付
け
の
用
紙
で
（
１

世
帯
１
点
。
多
数
の
場
合
抽
選
）。

●
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
☎
64
・
７
２
２

２
） 再

生
品
の
展
示
・
申
し
込
み

時場内申問●
４
月
18
日
㈭
10
時
～
12
時

●
東
公
民
館

●
子
ど
も
服
や
育
児
用
品
な
ど
の
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

●
先
着
17
店

●
４
月
１
日
㈪
か
ら
電
話
で
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
よ
ち
よ
ち
広
場
（
☎
63
・

４
８
２
１
）
へ
。

よ
ち
よ
ち
パ
ー
ク
出
店
者

定 時場内申●
４
月
21
日
㈰
９
時
～
15
時

●
上
佐
波
賀
集
会
所
集
合

●
山
す
そ
な
ど
の
草
刈
り
や
伐
採
物
の
集

積
な
ど

●
先
着
25
人

●
５
０
０
円
（
昼
食
代
）

●
４
月
16
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
中
丹
広
域

振
興
局
（
☎
62
・
２
５
０
５
）
へ
。

猿
害
対
策
レ
ン
ジ
ャ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

定 時場料 内申
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❖中央公民館…第４月曜日❖東・南・西・加佐公民館、大浦・城南会館…毎週月曜日❖東・西図書館…毎週月
曜日と祝日（土・日曜日の場合は開館）、毎月末日（土・日・月曜日の場合は火曜日）❖田辺城資料館、郷土
資料館…毎週月曜日（祝日の場合はその翌々日）と祝日の翌日❖総合文化会館、市民会館、陶芸館…毎週月曜
日（祝日の場合はその翌日）❖勤労者福祉会館…第３水曜日❖引揚記念館、東・文化公園体育館…第３木曜日。

施設の休館日
❖人口　86,715 人（ー 103 人）❖男　43,343 人（ー 68 人）❖女　43,372 人（ー 35 人）
❖世帯　35,196 世帯（ー 41 世帯）
※平成 25 年３月１日現在の推計人口。（　）内は前月比。

市の人口と世帯数

催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

そ
の
他

催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

そ
の
他

若狭高浜ドコイコ！ナニシヨ！ミニツアー

里山バイキング＆ハイキング

高浜町からのお知らせ

●
４
月
15
日
㈪
13
時
30
分
か
ら

●
中
丹
広
域
振
興
局

●
弁
護
士
が
応
じ
る

●
先
着
10
人

●
４
月
12
日
㈮
９
時
か
ら
電
話
で
同
振
興

局
（
☎
62
・
２
５
０
０
）
へ
。

府
民
無
料
法
律
相
談

●
４
月
12
日
㈮
13
時
30
分
～
15
時

●
西
総
合
会
館

●
整
形
外
科
と
補
装
具
の
相
談

●
印
鑑
と
身
体
障
害
者
手
帳
（
持
っ
て
い

る
人
の
み
）
を
持
参

●
前
日
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
障
害

福
祉
課
（
☎
66
・
１
０
３
３
、
ＦＡＸ
62
・
７

９
５
７
）
へ
。

巡
回
更
生
相
談

●
４
月
８
日
㈪
と
22
日
㈪
13
時
30
分
～
15

時
30
分

●
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
み
ず
な
ぎ

●
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
応
じ
る

●
市
内
在
住
の
障
害
児
・
者
と
そ
の
家
族

●
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
同
セ
ン
タ
ー
（
☎

64
・
３
７
６
６
、
ＦＡＸ
64
・
３
６
５
８
）
へ
。

療
育
相
談

●
４
月
25
日
㈭
13
時
～
16
時

●
聴
覚
言
語
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

●
言
語
聴
覚
士
が
応
じ
る

●
市
内
在
住
の
難
聴
者

●
先
着
５
人

●
４
月
19
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク

ス
、
は
が
き
（
〒
６
２
５
‐
０
０
８
３
市

内
字
余
部
上
２
‐
９
）で
同
セ
ン
タ
ー（
☎

64
・
３
９
１
１
、
ＦＡＸ
64
・
３
９
１
２
）
へ
。

聞
こ
え
の
相
談
会

▪
人
権
な
ん
で
も
お
気
軽
相
談

●
毎
週
月
曜
日
（
休
日
の
場
合
は
翌
日
）

９
時
～
12
時

●
法
務
局
舞
鶴
支
局

●
面
接
相
談
（
個
室
）・
電
話
相
談

▪
特
設
人
権
相
談
所

●
・
●
❖
第
２
木
曜
日
…
城
南
会
館

❖
第
３
木
曜
日
…
南
公
民
館
、
い
ず
れ
も

９
時
～
12
時

●
面
接
相
談
（
個
室
）

〈
共
通
〉

●
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
る

●
法
務
局
舞
鶴
支
局
（
☎
76
・
０
８
５
８
）

人
権
相
談

▪
電
話
相
談

●
４
月
４
日
㈭
と
11
日
㈭
10
時
～
16
時

●
子
育
て
や
家
庭
内
で
の
暴
力
、
介

護
、
人
間
関
係
の
悩
み
な
ど
。
専
用
電
話

（
65
・
０
０
５
６
）
へ
。

▪
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談

●
４
月
17
日
㈬
11
時
～
16
時

●
就
職
や
起
業
、
グ
ル
ー
プ
活
動
に
関
す

る
相
談
、
情
報
提
供
な
ど
。
キ
ャ
リ
ア
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
応
じ
る

●
先
着
４
人

●
託
児
あ
り
（
要
予
約
）

●
４
月
３
日
㈬
～
前
日
に
電
話
で
人
権
啓

発
推
進
室
（
☎
66
・
１
０
２
２
）
へ
。

▪
心
と
か
ら
だ
の
相
談

●
４
月
23
日
㈫
13
時
～
15
時

●
看
護
師
・
助
産
師
が
応
じ
る

●
先
着
２
人

●
託
児
あ
り
（
要
予
約
）

●
４
月
９
日
㈫
～
前
日
に
電
話
で
同
室

へ
。

〈
共
通
〉

●
市
内
在
住
か
在
勤
の
女
性

フ
レ
ア
ス
舞
鶴
の
女
性
無
料
相
談

▪
司
法
書
士
法
律
相
談

●
４
日
㈭
13
時
30
分
～
16
時
30
分

●
市
役
所
本
館

●
登
記
や
相
続
、
多
重
債
務
、
成
年
後
見

な
ど

▪
巡
回
市
民
・
行
政
相
談

●
９
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
東
公
民
館

●
市
職
員
と
行
政
相
談
委
員
が
応
じ
る

▪
公
証
相
談

●
16
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
市
役
所
本
館

●
土
地
・
建
物
の
賃
貸
借
や
金
銭
の
貸

借
、
遺
言
、
離
婚
、
子
ど
も
の
養
育
費
な

ど
公
正
証
書
の
作
成

▪
土
地
家
屋
調
査
士
相
談
会

●
16
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
市
役
所
本
館

●
土
地
の
分
筆
や
合
筆
、
境
界
問
題
、
家

屋
の
新
・
増
築
、
滅
失
な
ど

▪
市
民
法
律
相
談

●
19
日
㈮
13
時
か
ら
●
西
総
合
会
館

●
弁
護
士
が
応
じ
る

●
11
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

●
17
日
㈬
８
時
30
分
～
12
時
に
電
話
で
。

▪
行
政
書
士
法
律
相
談

●
24
日
㈬
10
時
～
13
時

●
市
役
所
本
館

●
官
公
庁
へ
の
提
出
書
類
や
遺
言
書
、
遺

産
分
割
協
議
書
な
ど

４
月
の
市
民
無
料
相
談

（
市
民
相
談
課
、
☎
66
・
１
０
０
６
）

相
談

　

４
月
６
日
～
15
日
、「
思
い
や
る 

心
で

走
ろ
う 

京
の
春
」
を
統
一
標
語
に
春
の

全
国
交
通
安
全
運
動
を
実
施
。
子
ど
も
と

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
を
基
本
に
❖
自

転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
❖
全
て
の
座
席

で
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
❖
飲
酒
運
転
の

根
絶
❖
悪
質
・
危
険
運
転
の
追
放
に
取
り

組
み
ま
す
。

●
市
交
通
対
策
協
議
会
（
市
民
相
談
課

内
、
☎
66
・
１
０
０
６
）

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

そ
の
他

●
５
月
15
日
㈬
・
21
日
㈫
・
30
日
㈭
10
時

～
11
時
30
分

●
中
総
合
会
館

●
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
３
Ｂ
体
操
、
保

護
者
同
士
の
交
流
な
ど

●
４
か
月
～
１
歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者

●
先
着
15
組

●
４
月
２
日
㈫
か
ら
電
話
で
子
育
て
支
援

基
幹
セ
ン
タ
ー
（
☎
62
・
０
１
０
３
）
へ
。

ひ
よ
こ
ひ
ろ
ば

●
４
月
10
日
か
ら
第
２
・
４
水
曜
日
、
19

時
30
分
か
ら

●
加
佐
公
民
館

●
西
村
節
子
さ
ん

●
市
内
在
住
か
在
勤
の
18
歳
以
上

●
先
着
15
人

●
月
１
，
５
０
０
円

●
前
日
ま
で
に
電
話
で
同
館
（
☎
83
・
０

０
１
４
）
へ
。

３
Ｂ
体
操
教
室
子
育
て

定

定

定定

定

定 定 時 時

時時時時

時

時時時

時時時

時時

時 時

場

場

場

場

場

場

場

場場場

場場

場 場 料

内内内 内内内

内

内内内

内内内

内内

内 内

他他

他

講

　

募
集
は
荒
田
、
市
場
、
倉
谷
、
白
鳥
、

森
日
の
出
（
各
１
戸
）、
長
浜
（
２
戸
）、

加
津
良
（
４
戸
）。
入
居
予
定
は
７
月
。

　

申
し
込
み
資
格
は
❖
現
在
住
宅
に
困
っ

て
い
る
❖
市
内
在
住
か
在
勤
❖
市
の
定
め

る
基
準
以
下
の
収
入
❖
本
人
を
含
め
２
人

以
上
の
親
族
（
婚
姻
と
同
様
の
関
係
に
あ

る
人
を
含
む
）が
同
時
に
入
居
で
き
る（
森

日
の
出
は
単
身
も
可
）
❖
市
税
を
滞
納
し

て
い
な
い
❖
本
人
と
同
居
人
が
暴
力
団
員

で
な
い
❖
連
帯
保
証
人
が
１
人
必
要
。

　

案
内
書
を
４
月
15
日
㈪
か
ら
建
築
住
宅

課
と
西
支
所
庶
務
係
で
配
布
。

●
４
月
22
日
㈪
～
26
日
㈮
に
建
築
住
宅
課

（
☎
66
・
１
０
５
０
）
へ
。

市
営
住
宅
入
居
者

申

申

申

申申

申申申

申 申

対

対

対

対

対

問

問

　筍
たけのこ

や山菜など、地
元 の 食 材 を 使 っ た

「里 山 バ イ キ ン グ」
やミニ登山、筍掘り
体験、お箸

は し

作り体験
も楽しめます。屋台も多数出店予定です。
　　　

【日時】 ４月 28 日（日）10 時～ 15 時
【場所】 青葉山青少年旅行村（高浜町中山）
　　　 ※送迎バスの運行を予定

【内容】 いずれも予約が必要
　❖里山バイキング…1,200 円（定員 150 人）
　❖筍掘り体験…500 円（定員 20 人）
　❖ミニ登山…500 円（定員 20 人）
　❖お箸作り体験…500 円（定員 20 人）

【申し込み先】若狭高浜観光協会
　　　　　　  （☎ 0770・72・0338）

　

高
校
や
大
学
な
ど
に
進
学
し
た
人
で
、

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
場

合
に
「
育
英
資
金
」
を
支
給
し
ま
す
。

▪
支
給
要
件

❖
修
学
支
援
金
・
奨
学
金
…
高
校
な
ど
：

市
民
税
非
課
税
世
帯
（
府
の
高
等
学
校
奨

学
金
の
受
給
世
帯
を
除
く
）

❖
通
学
費
補
助
金
…
高
校
な
ど:

低
所
得

世
帯
（
生
活
保
護
基
準
の
１
・
３
倍
以
内
）

❖
入
学
支
度
金
（
今
春
入
学
者
の
み
）
…

高
校
な
ど
：
市
民
税
非
課
税
世
帯
、
大
学
・

専
修
学
校
：
低
所
得
世
帯

●
６
月
28
日
㈮
ま
で
に
所
定
の
用
紙
（
学

校
教
育
課
に
備
え
付
け
）
で
。

●
学
校
教
育
課
（
☎
66
・
１
０
７
２
）

育
成
資
金

　

高
校
生
ま
で
の
子
ど
も
を
扶
養
し
て
い

る
母
子
家
庭
や
父
親
に
一
定
以
上
の
障
害

が
あ
り
、
所
得
が
限
度
額
以
下
の
家
庭
に

「
母
子
家
庭
奨
学
金
」
を
支
給
し
ま
す
。

▪
支
給
額
（
年
額
）

❖
乳
幼
児
…
１
万
１
，
０
０
０
円

❖
小
学
生
…
２
万
１
，
５
０
０
円

❖
中
学
生
…
４
万
３
，
０
０
０
円

❖
高
校
生
…
６
万
４
，
０
０
０
円

●
５
月
31
日
㈮
ま
で
（
６
月
以
降
に
申
請

し
た
場
合
は
月
割
で
支
給
）。

毎
年
申
請
が
必
要
。

●
子
ど
も
支
援
課
（
☎
66
・
１
０
９
４
）、

西
支
所
保
健
福
祉
係
（
☎
77
・
２
２
５
３
）

母
子
家
庭
奨
学
金

　

し
尿
は
市
が
許
可
し
た
業
者
が
計
画
的

に
収
集
し
て
い
ま
す
。
急
な
く
み
取
り
依

頼
は
、
１
日
の
収
集
計
画
に
影
響
を
与
え
、

予
定
し
て
い
た
収
集
が
で
き
な
く
な
る
場

合
が
あ
る
ほ
か
、
臨
時
料
金
（
６
２
０
円
）

が
発
生
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
定

期
収
集
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
各
地
域
の
く
み
取
り
周
期
や
料
金
の

支
払
い
方
法
な
ど
は
、
次
の
収
集
業
者
に

ご
相
談
を
。

❖
東
地
区
（
寺
川
以
西
を
除
く
）、
西
地
区

（
清
美
が
丘
、
上
安
東
町
、
府
道
上
安
倉
谷
線

以
東
の
南
上
安
、
Ｊ
Ｒ
舞
鶴
線
以
北
の
上
安
）

…
舞
鶴
厚
生
㈱
（
☎
62
・
１
４
８
４
）

❖
東
地
区
（
寺
川
以
西
）、
中
地
区
（
全
域
）、

西
地
区
（
吉
原
、
匂
崎
）
…
舞
鶴
保
健
興
業

㈲
（
☎
75
・
１
５
０
６
）

❖
西
地
区
（
上
記
２
社
以
外
の
地
区
）、
加
佐

地
区（
全
域
）…
㈱
ア
ク
ア（
☎
75
・
２
１
８
５
）

●
生
活
環
境
課
（
☎
66
・
１
０
０
５
）

し
尿
の
く
み
取
り
の
定
期
収
集
に

ご
協
力
を

　

祝
日
や
年
末
年
始
を
除
く
毎
週
水
曜
日

は
、
19
時
ま
で
市
民
課
と
西
支
所
市
民
・

年
金
係
の
窓
口
が
利
用
で
き
ま
す
（
年
金

業
務
を
除
く
）。

【
受
付
内
容
】
❖
戸
籍
（
出
生
・
死
亡
・

婚
姻
届
）・
転
出
・
転
入
（
特
例
を
除
く
）・

転
居
の
届
け
出
❖
印
鑑
登
録
❖
戸
籍
謄
・

抄
本
、
住
民
票
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
の

発
行
な
ど

●
市
民
課
（
☎
66
・
１
０
０
１
）、
西
支

所
市
民
・
年
金
係
（
☎
77
・
２
２
５
２
）

時
間
外
窓
口
の
ご
利
用
を

問 問

申

申問

問



る
と
思
っ
て
読
ん
で
い
ま
す
」
な
ど
と
話

し
て
い
ま
す
。

朗
読
の
素
晴
ら
し
さ
と
は

　

技
術
が
進
歩
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に

言
葉
を
発
声
さ
せ
る
こ
と
は
容
易
に
で
き

る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
は
言
葉
を
読
む
こ
と
は
で
き

て
も
、
相
手
を
思
う
気
持
ち
や
心
を
込
め

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。“
人
の
声
だ
か

ら
伝
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
”
人
間
が
読

む
意
味
は
そ
こ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
「
ア
ナ
ウ
ン
ス
」
は
「
朗
読
」
と
は
少

し
違
い
ま
す
が
、
基
礎
と
な
る
心
の
部
分

は
共
通
で
す
。
テ
ー
プ
を
聞
く
相
手
の
た

め
に
、
正
確
で
分
か
り
や
す
い
吹
き
込
み

が
で
き
る
よ
う
に
、
み
ん
な
で
努
力
し
て

い
き
た
い
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
一
言

　

こ
だ
ま
会
で
は
、多
く
の
人
に
「
朗
読
」

の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
年
1
回
、

朗
読
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
５
月
18
日
㈯
13
時
か
ら
市
政
記
念

館
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。
朗
読
を
や
っ

て
み
た
い
と
思
う
人
向
け
に
も
６
月
に
入

門
講
座
を
開
催
し
ま
す
。「
朗
読
」
を
通

し
て
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
ま
せ

ん
か
。

【「
声
の
広
報
」
を
お
届
け
】

　
「
声
の
広
報
」
の
お
届
け
を
希
望
す
る

人
は
、
身
障
セ
ン
タ
ー
（
☎
63
・
３
０
０

８
、
ＦＡＸ
62
・
９
５
４
６
）
へ
。

広
報

ま
い

づ
る

４
月

１
日

号
発

行
・

舞
鶴

市
（

〒
625-8555 京

都
府

舞
鶴

市
字

北
吸

1044、
☎

62・
2300）

編
集

・
広

報
広

聴
課

（
☎

66・
1041、

ＦＡＸ
62・

7951）
印

刷
・

有
限

会
社

み
ど

り
印

刷

〈
ホ

ー
ム

ぺ
ー

ジ
〉

http://w
w

w
.city.m

aizuru.kyoto.jp/
舞

鶴
市

役
所

へ
の

郵
便

物
は

、
市

役
所

専
用

の
郵

便
番

号
（

〒
625-8555）

と
担

当
課

名
で

届
き

ま
す

。

◀携帯サ

イトはこ

ちらから
maizuru

（
所
）
な
ど
で
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
紙

芝
居
の
上
演
な
ど
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ

て
い
ま
す
。

「
声
の
広
報
」
に
つ
い
て

　
「
朗
読
」
は
作
品
に
込
め
ら
れ
た
感
情
や

思
い
を
表
現
す
る
も
の
で
す
が
、「
声
の
広

報
」
の
よ
う
な
「
ア
ナ
ウ
ン
ス
」
は
、
内
容

を
一
度
で
は
っ
き
り
理
解
で
き
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
聞
き
手
に
と
っ
て
分
か
り
や

す
い
読
み
方
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
新
し
い
分
野
に
挑
戦
し
よ
う
と
い
う
会

員
の
声
も
あ
り
、「
声
の
広
報
」
を
引
き
受

け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。現
在
は「
広
報
チ
ー

ム
」
13
人
の
メ
ン
バ
ー
で
分
担
し
て
吹
き
込

ん
で
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、「
声
の
広
報
を
担
当
す
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
市
の
こ
と
が
と
て
も
身

近
に
な
り
ま
し
た
」「
視
覚
障
害
者
の
知
人

が
い
る
の
で
、
常
に
目
の
前
に
そ
の
人
が
い

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

こ
だ
ま
会 

広
報
チ
ー
ム

活
動
内
容
は

　

こ
だ
ま
会
は
、
平
成
14
年
に
結

成
し
、
小
学
校
や
介
護
保
険
施
設

で
の
朗
読
、
公
民
館
や
保
育
園

⑧

相
手
を
思
う
気
持
ち
を
声
に
込
め
て

　

市
で
は
、
目
の
不
自
由
な
市
民
に
対
し
て
、「
広
報
ま
い
づ
る
」
の
内
容
を

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
吹
き
込
む
「
声
の
広
報
」
と
い
う
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
10
月
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
「
声
の
広
報
」
を
行
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
「
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

こ
だ
ま
会 

広
報
チ
ー
ム
」
の
皆
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

「
広
報
ま
い
づ
る
」
の

設
置
場
所
を
増
や
し
ま
す

　
５
月
１
日
か
ら
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に

「
広
報
ま
い
づ
る
」
を
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、「
広
報
ま
い
づ
る
」
を
設
置
す
る
公
共
施

設
を
増
や
す
ほ
か
、市
内
の
病
院
や
ス
ー
パ
ー

な
ど
に
も
試
験
的
に
設
置
。
受
け
取
り
や
す

く
な
り
ま
す
。

設
置
す
る
公
共
施
設

❖
市
役
所
受
付
❖
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
❖
西

支
所
❖
加
佐
分
室
❖
各
公
民
館
❖
大
浦
・
城

南
会
館
❖
東
・
西
図
書
館
❖
引
揚
記
念
館

❖
市
政
記
念
館
❖
ま
い
づ
る
智
恵
蔵
❖
西
市

民
プ
ラ
ザ
❖
ま
い
づ
る
観
光
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

❖
東
舞
鶴
駅
観
光
案
内
所
❖
西
駅
交
流
セ
ン

タ
ー
❖
商
工
観
光
セ
ン
タ
ー
❖
市
民
病
院

❖
東
・
文
化
公
園
体
育
館
❖
文
庫
山
学
園

❖
赤
れ
ん
が
博
物
館
❖
子
育
て
支
援
基
幹
セ

ン
タ
ー
❖
各
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

❖
各
親
と
子
の
ひ
ろ
ば

試
験
的
に
設
置
す
る
施
設

❖
舞
鶴
赤
十
字
病
院
❖
舞
鶴
共
済
病
院
❖
舞

鶴
医
療
セ
ン
タ
ー
❖
ら
ぽ
ー
る
❖
に
し
が
き

福
来
店
❖
フ
ク
ヤ
白
鳥
店
❖
三
ツ
丸
ス
ト
ア

余
内
店
❖
東
・
西
舞
鶴
郵
便
局

【
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
】

　
「
広
報
ま
い
づ
る
」
の
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
広
報
広
聴
課
（
☎
66
・
１
０

４
１
）
へ
。

maizuru
広報まいづる
2012 年 10 月 1 日号

vol.911

西
舞
鶴
高
校
体
育
祭
よ
り

青
団 

団
長
の
上
羽
秀
和
さ
ん
（
３
年
）

届
け
、
熱
き
魂

「平成 25年成人式」より

　舞鶴赤れんがパークで初めて開催。新成人

732人が出席し、新たな門出を祝いました。

maizuru 広報まいづる
2013 年 2 月 1 日号vol.919

広報まいづる
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大人の仲間入り


